
２０２６

一般選抜　入学試験問題集

〈解答例・解説つき〉

個別学力試験型・英語外部検定試験利用型

Global Citizenship Program Link型

3月期

現代教養学部

東京女子大学様 一般入学試験問題集 2026
2026.03.18　初校



入学試験問題集　2026
一般選抜　扉　2026.03.18　初校

－1－

一般選抜
（個別学力試験型・英語外部検定試験利用型）



－
2－

国　

語　
一
日
目

人
文
学
科
、経
済
経
営
学
科
、心
理
学
科

国
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
3－

国
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
4－

国
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
5－

国
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
6－

国
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
7－

国
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
8－

国
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
9－

国　

語　
二
日
目

人
文
学
科
、国
際
社
会
学
科
、

社
会
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

国
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
10－

国
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
11－

国
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
12－

国
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
13－

国
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
14－

国
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
15－

英　語　1日目 人文学科、経済経営学科、心理学科

英
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
5
.2
8
　
4
校

著作権の関係上、省略します。

著作権の関係上、省略します。



－
16－

英
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
17－

英
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
18－

英
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
19－

英
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
5
.2
8
　
4
校

著作権の関係上、省略します。



－
20－

英
語
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
21－

英　語　2日目 人文学科、国際社会学科、
社会コミュニケーション学科、情報数理科学科

英
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
22－

英
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
23－

英
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
24－

英
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



情報数理科学科の問題はここまでです。

－
25－

英
語
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
26－

日本史　1日目 人文学科、経済経営学科、心理学科

日
本
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



著作権の関係上、
省略します。

著作権の関係上、
省略します。

著作権の関係上、
省略します。

ア
金剛力士像（東大寺南大門、鎌倉時代）

イ

ウ
仏頭（興福寺、奈良時代）

エ
鑑真和上座像（唐招提寺、奈良時代）

－
27－

日
本
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
5
.2
8
 四
校



－
28－

日
本
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
29－

日
本
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



廃問

－
30－

日
本
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
4
.1
7
 再
校



－
31－

日
本
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



著作権の関係上、
省略します。

－
32－

日
本
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
5
.1
8
 三
校



－
33－

日本史　2日目 人文学科、国際社会学科、
社会コミュニケーション学科

日
本
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
34－

日
本
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
7
 初
校



－
35－

日
本
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
36－

日
本
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
37－

日
本
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
38－

日
本
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
39－

日
本
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
40－

日
本
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
41－

世界史　1日目 人文学科、経済経営学科、心理学科

日
本
史
　
2
日
目
／
世
界
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
42－

世
界
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
43－

世
界
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
44－

世
界
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
45－

世
界
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
46－

世
界
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
47－

世
界
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
48－

世
界
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
49－

世
界
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
50－

世
界
史
　
1
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



王莽

－
51－

世界史　2日目 人文学科、国際社会学科、
社会コミュニケーション学科

世
界
史
　
1
日
目
／
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
52－

世
界
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
53－

世
界
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
54－

世
界
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



　　　　　 と平等なものとして生存する。あらゆる社会的区別は，共同の利益に

もとづくのでなければ，設けられない。……あらゆる政治的結合の目的は，女性

－
55－

世
界
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
56－

世
界
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
57－

世
界
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
58－

世
界
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
59－

世
界
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
60－

世
界
史
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
 初
校



－
61－

数　学　1日目 人文学科、経済経営学科、心理学科 人文学科、国際社会学科、
社会コミュニケーション学科数　学　2日目

数
学
　
1
日
目
／
数
学
　
2
日
目

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
62－

数　学（ア） 情報数理科学科 数　学（イ） 情報数理科学科

数
学（
ア
）/数

学（
イ
）

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
63－

物　理 情報数理科学科

物
理

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
64－

物
理

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
65－

化　学 情報数理科学科

化
学

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
66－

化
学

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



－
67－

化
学

東
京
女
子
大
学
 入
学
試
験
問
題
集
 2
0
2
6

2
0
2
6
.0
3
.1
8
　
初
校



国　

語
一
日
目

出
題
の
ね
ら
い

　

本
文
の
著
者
は
、長
谷
川
宏
。『
新
し
い
ヘ
ー
ゲ
ル
』（
1
9
9
7
年
）、『
日
本
精
神
史
』（
2
0
1
5
年
）な
ど
の
著
書
を

持
つ
在
野
の
哲
学
者
で
あ
る
。本
文
で
は
、近
代
が
生
み
出
し
た
進
歩
を
よ
し
と
す
る
感
性
は
本
来
の
幸
福
に
そ
ぐ
わ
な

い
こ
と
や
、地
球
規
模
の
様
々
な
動
向
に
影
響
さ
れ
る
今
日
、い
か
に
実
質
的
な
幸
福
を
追
求
す
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
、平

易
な
言
葉
で
緻
密
な
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。世
界
情
勢
が
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
る
今
日
に
あ
っ
て
、き
わ
め
て
現
代

的
な
問
題
提
起
と
言
え
よ
う
。志
願
者
は
本
文
の
主
張
を
理
解
し
、ど
の
よ
う
な
論
理
の
流
れ
で
結
論
が
導
か
れ
て
い
る

の
か
、丁
寧
に
読
み
解
い
て
ほ
し
い
。

解
答
例

問
一　

a　

浸
透　

b　

過
剰　

c　

大
義　

d　

歓
迎　

e　

困
窮

問
二　

①　

ア　

②　

オ　

④　

イ

問
三　

ウ

問
四　

ウ

問
五　

穏
や
か
で
安
ら
か
な
境
地

問
六　

身
近
で
穏
や
か
な
日
常
内
に
問
題
を
限
定
し
、
外
か
ら
の
大
問
題
に
よ
る
幸
福
論
の
激
化
を
警
戒
す
る
（
べ

き
で
あ
る
。
）

問
七　

科
学
技
術
の
発
達
や
国
家
が
巨
大
化
す
る
政
治
状
況
や
貧
富
の
差
を
生
む
資
本
主
義
経
済
体
制
と
い
っ
た
、

地
球
大
の
状
況
。

問
八　

進
歩
に
つ
き
も
の
の
努
力
と
緊
張
と
忍
耐
に
こ
そ
生
の
充
実
を
感
じ
る
心
性

問
九　

ウ　

キ

問
題
一
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人
文
学
科
、経
済
経
営
学
科
、心
理
学
科

解　

説

問
一　

字
が
小
さ
く
、
読
み
に
く
い
答
案
が
目
立
っ
た
。
字
は
大
き
く
丁
寧
に
書
く
こ
と
。
な
お
「
浸
透
」
の
「
浸
」
を

「
進
」
「
侵
」
と
す
る
誤
答
が
多
か
っ
た
。
ま
た
「
大
義
」
は
「
大
」
を
「
体
」
「
対
」
、
「
義
」
を
「
儀
」
「
議
」

と
す
る
誤
答
が
あ
っ
た
。
漢
字
は
そ
の
言
葉
の
意
味
を
意
識
し
て
、
記
憶
し
て
お
き
た
い
。

問
二　

①
の
前
後
を
見
る
と
、
進
歩
を
良
し
と
す
る
心
性
は
幸
福
を
も
た
ら
さ
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
心
性
が
支
配
的
に
な
る

と
、
幸
福
と
は
反
対
の
方
向
に
進
む
と
あ
る
。
よ
っ
て
①
は
「
あ
る
状
態
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
進
ん
で
」
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
言
葉
が
入
る
。
②
は
、
前
半
で
戦
争
は
幸
福
に
つ
な
が
ら
な
い
と
述
べ
、
後
半
で
戦
争
は
不
確
定
要
素

が
多
す
ぎ
る
た
め
、
戦
争
を
め
ぐ
る
言
説
も
安
易
に
信
じ
ら
れ
な
い
と
言
う
。
よ
っ
て
②
は
前
半
の
情
報
を
補
足
し
、

新
し
い
視
点
の
提
示
を
示
す
「
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
示
す
言
葉
が
適
切
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

④
は
、
そ
れ
以
前
の
内
容
を
受
け
て
、
と
り
あ
え
ず
の
結
論
を
示
す
「
だ
と
す
れ
ば
」
が
解
答
と
な
る
。

問
三　

い
か
な
る
立
場
か
ら
の
解
説
や
論
評
が
「
な
に
や
ら
」
胡
散
臭
い
か
。
強
圧
的
だ
っ
た
り
一
方
的
だ
っ
た
り
す
れ
ば

「
あ
か
ら
さ
ま
に
」
胡
散
臭
い
。
当
事
者
や
敵
対
者
の
発
言
は
、
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
語
ら
れ
る
の
で
偏
り
が

あ
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
も
「
あ
か
ら
さ
ま
に
」
胡
散
臭
い
。
し
か
し
、
当
事
者
で
も
敵
対
者
で
も

な
い
、
第
三
者
的
な
立
場
か
ら
の
発
言
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
見
、
公
明
正
大
な
立
場
か
ら
の
発
言
に
聞
こ
え

る
だ
け
に
「
な
に
や
ら
」
胡
散
臭
い
。

問
四　

ア
は
「
慎
重
に
検
討
す
る
」
の
部
分
が
本
文
の
内
容
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
イ
は
「
自
ら
の
成
長
を
促
す
」
の
部
分
が
、

本
文
に
は
な
い
。
エ
は
「
適
度
な
」
が
間
違
い
。
オ
も
「
ほ
ど
ほ
ど
の
望
ま
し
い
幸
福
を
獲
得
す
る
」
が
本
文
の
主
張

と
食
い
違
う
。
本
文
に
よ
れ
ば
、
近
代
が
獲
得
し
た
進
歩
を
良
し
と
す
る
価
値
観
は
、
効
率
と
迅
速
を
重
ん
じ
、
そ
れ

ゆ
え
に
競
争
、
緊
張
、
労
苦
、
忍
耐
を
も
た
ら
す
。
し
た
が
っ
て
「
適
度
」
や
「
ほ
ど
ほ
ど
」
と
い
っ
た
中
途
半
端
な

着
地
点
に
は
、
満
足
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

問
五　

「
幸
福
の
本
性
」
の
「
本
性
」
と
は
、
本
来
の
性
質
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
問
題
は
「
幸
福
の
本
来
の

性
質
と
は
何
か
」
を
問
う
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
文
に
は
「
幸
福
が
穏
や
か
さ
、
安
ら
か
さ
、
ゆ
る
や
か
さ
を
基
調

と
す
る
」
「
幸
福
の
基
調
た
る
平
穏
さ
」
「
幸
福
の
土
壌
た
る
穏
や
か
で
安
ら
か
な
境
地
」
「
穏
や
か
な
幸
福
の
日

常
」
な
ど
の
表
現
が
あ
り
、
本
文
に
お
け
る
幸
福
の
基
盤
が
「
穏
や
か
さ
、
安
ら
か
さ
、
ゆ
る
や
か
さ
」
「
平
穏
さ
」

に
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
、
問
題
文
が
指
示
す
る
「
十
字
」
に
該
当
す
る
箇
所
を
抜
き
出
せ

ば
よ
い
。
誤
答
で
多
か
っ
た
の
は
「
地
味
で
ひ
か
え
目
な
幸
福
」
「
幸
福
の
基
調
た
る
平
穏
さ
」
で
あ
る
。
前
者
は
幸

福
の
説
明
に
な
っ
て
い
な
い
。
後
者
は
、
設
問
に
合
わ
せ
て
抜
き
出
す
な
ら
「
平
穏
」
の
み
で
あ
り
、
問
題
文
の
指
示

に
合
致
し
な
い
。

問
六　

幸
福
論
の
守
備
範
囲
と
そ
の
守
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
、
3
頁
の
第
二
段
落
で
あ
る
。
守
備
範
囲
に
つ
い

て
は
「
身
近
な
日
常
を
超
え
た
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
幸
福
論
と
は
類
を
異
に
す
る
と
い
う
認
識
を
堅
持
す
る
こ
と
」

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
守
り
方
に
つ
い
て
は
「
外
か
ら
く
る
問
題
の
大
き
さ
が
幸
福
論
を
激
し
い
も
の
に
す
る
こ

と
へ
の
警
戒
心
」
を
持
つ
こ
と
、
と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
部
分
を
要
約
し
て
ま
と
め
れ
ば
よ
い
。
解
答
で
は
、
こ
の
ど

ち
ら
か
の
要
素
の
み
に
言
及
す
る
例
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
解
答
に
は
、
適
宜
部
分
点
を
与
え
た
。
ま
た
、
幸
福
論

の
守
備
範
囲
を
守
る
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
な
ふ
る
ま
い
方
を
述
べ
た
「
身
近
な
世
界
で
自
分
た
ち
の
力
で
ど
う
に
か

作
り
出
せ
る
実
質
的
な
幸
福
の
実
相
を
冷
静
に
見
つ
め
、
そ
れ
を
穏
や
か
に
追
及
す
る
」
の
箇
所
を
要
約
し
た
も
の

は
、
正
解
と
し
た
。
こ
の
場
合
は
「
穏
や
か
に
追
及
す
る
」
の
箇
所
を
含
む
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

問
七　

大
状
況
と
は
「
進
歩
を
よ
し
と
す
る
近
代
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
地
球
大
の
動
向
」
で
あ
る
。
こ
の
「
近
代
の
政

治
・
経
済
・
文
化
」
は
、
さ
ら
に
「
近
代
を
大
き
く
特
徴
づ
け
る
科
学
技
術
の
発
達
や
、
国
家
の
支
配
権
の
巨
大
化
す

る
政
治
状
況
や
、
貧
富
の
格
差
を
解
消
し
え
ぬ
資
本
主
義
経
済
体
制
」
と
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
後
者
の
表

現
で
「
政
治
・
経
済
・
文
化
」
の
説
明
を
補
い
つ
つ
「
〜
と
い
う
地
球
大
の
動
向
」
と
ま
と
め
れ
ば
よ
い
。
解
答
で
は

「
進
歩
を
よ
し
と
す
る
近
代
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
地
球
大
の
動
向
」
の
部
分
の
み
を
取
り
上
げ
「
政
治
・
経
済
・

文
化
」
の
具
体
的
な
説
明
を
欠
く
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
解
答
に
は
、
適
宜
部
分
点
を
与
え
た
。

問
八　

２
頁
の
第
三
段
落
に
「
そ
う
し
た
心
性
は
、
し
か
し
、
人
び
と
を
幸
福
へ
と
導
く
も
の
で
は
な
い
」
と
あ
り
、
さ
ら

に
そ
れ
は
「
幸
福
と
は
背
反
す
る
方
向
へ
と
人
び
と
を
導
き
か
ね
な
い
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
心
性
こ
そ
が
問
題

文
の
「
現
代
に
あ
っ
て
人
び
と
の
幸
福
を
阻
害
す
る
心
性
」
に
該
当
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
２
頁
第
三
段
落
に
あ
る

「
そ
う
し
た
心
性
」
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
２
頁
第
一
段
落
、
第
二
段
落
の
内
容
を
踏
ま
え
、
設
問
が
要
求
す
る
字

数
に
合
致
す
る
箇
所
を
抜
き
出
せ
ば
よ
い
。

問
九　

ア
は
後
半
の
記
述
が
、
資
本
主
義
体
制
が
進
歩
主
義
を
生
み
出
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
感
性
は
幸
福
と
折
り
合
わ

な
い
と
い
う
本
文
の
主
張
と
合
致
し
な
い
。
イ
も
同
様
で
、
本
文
の
主
張
に
則
れ
ば
、
進
歩
的
な
価
値
観
は
「
社
会
全

体
の
幸
福
度
」
を
む
し
ろ
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
エ
は
外
部
の
圧
力
に
対
す
る
徹
底
抗
戦
を
主
張
す
る
が
、
本
文

で
は
「
穏
や
か
さ
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
オ
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
「
広
い
視
野
が
問
題
解
決
に
資
す
る
と
は
限
ら

ず
」
と
あ
る
の
で
、
後
半
が
間
違
い
。
カ
は
、
本
文
に
「
進
歩
を
よ
し
と
す
る
近
代
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
地
球
大

の
動
向
が
、
必
ず
し
も
人
び
と
の
身
近
な
暮
ら
し
を
、
安
定
し
た
ゆ
た
か
な
も
の
に
す
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
あ
る
の

で
、
間
違
い
。
丁
寧
に
本
文
の
論
旨
を
た
ど
っ
て
い
け
ば
、
選
択
肢
の
内
容
を
吟
味
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
困
難
で

は
な
い
。

出
典
：
長
谷
川
宏
『
幸
福
と
は
何
か
―
ソ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
ア
ラ
ン
、
ラ
ッ
セ
ル
ま
で
』
（
中
公
新
書
2
4
9
5
）

中
央
公
論
新
社　

２
０
１
８
年
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出
題
の
ね
ら
い

　
『
今
昔
物
語
集
』よ
り
、あ
る
夫
婦
の
別
れ
を
描
い
た
説
話
か
ら
の
出
題
。夫
に
捨
て
ら
れ
た
妻
の
心
情
、夫
の
冷

た
い
仕
打
ち
、そ
れ
を
知
っ
た
周
囲
の
人
々
、特
に
夫
の
上
司
の
対
応
な
ど
を
、和
歌
を
含
め
て
正
し
く
読
み
解
く
こ

と
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、基
本
的
な
古
語
の
意
味
を
踏
ま
え
た
解
釈
や
現
代
語
訳
、文
法
、文
学
史
の
知
識
な
ど
を

問
う
て
い
る
。

問
題
三

解
答
例

問
一　

Ａ　

オ　

Ｂ　

イ　

Ｃ　

ウ　

Ｆ　

ウ　

問
二　
（
男
が
）
そ
う
聞
い
た
と
し
か
言
わ
な
い
（
の
で
、
女
の
童
は
）
ど
う
し
よ
う
も
な
く
て
（
帰
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
）　

問
三　

お
前
を
長
年
目
を
か
け
て
使
っ
て
き
た
こ
と
が
、
た
い
へ
ん
後
悔
さ
れ
る　

問
四　

エ　

問
五　

エ
、
カ　
　

問
六　

イ

解　

説

問
一　

古
語
の
文
脈
上
の
意
味
を
踏
ま
え
て
語
句
を
現
代
語
訳
さ
せ
る
問
題
。
い
ず
れ
も
、
大
学
入
試
に
頻
出
す
る
基
本
古

語
に
つ
い
て
の
知
識
が
あ
れ
ば
解
答
で
き
る
。
Ａ
は
現
代
語
と
は
異
な
る
意
味
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
が

前
後
の
文
脈
も
助
け
に
な
る
だ
ろ
う
。
Ｂ
も
「
思
い
や
り
」
な
ど
と
い
う
現
代
語
に
引
き
ず
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、

「
思
ひ
」
を
「
や
る
（
＝
晴
ら
す
）
」
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
た
い
。
Ｃ
と
Ｆ
は
ど
ち
ら
も
基
本
的
な
古
語
だ
が
、

Ｆ
に
つ
い
て
は
や
は
り
現
代
語
の
感
覚
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

問
二　

傍
線
部
を
現
代
語
訳
で
き
る
知
識
が
あ
れ
ば
解
答
で
き
る
。
「
し
か
聞
き
つ
」
は
、
直
訳
す
れ
ば
「
そ
の
よ
う
に
聞

い
た
」
と
い
う
こ
と
。
要
は
「
わ
か
っ
た
よ
」
と
口
先
だ
け
で
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
男
は
、
そ
れ
以
上
何

も
言
っ
て
は
く
れ
ず
、
元
の
妻
へ
の
返
事
は
な
い
ま
ま
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
女
の
童
は
「
思
ひ
あ
つ
か
ひ
て
」
帰
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
脈
絡
を
解
答
に
は
き
ち
ん
と
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
あ
つ
か

ふ
」
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
現
代
語
の
「
扱
う
」
と
同
じ
で
は
な
い
。
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
く

て
も
て
あ
ま
す
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
待
っ
て
も
男
が
何
の
返
事
も
く
れ
な
い
た
め
に
、
女
の
童
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
ず
、
考
え
あ
ぐ
ね
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

問
三　

「
汝
」
は
二
人
称
で
あ
り
、
こ
れ
を
三
人
称
の
よ
う
に
書
く
の
は
よ
く
な
い
。
「
と
し
ご
ろ
」
「
い
と
ほ
し
」
「
く

や
し
」
、
い
ず
れ
も
重
要
古
語
で
あ
る
。
「
い
と
ほ
し
」
は
、
上
司
と
し
て
部
下
に
目
を
か
け
て
や
っ
て
い
た
の
だ
と

い
う
こ
と
が
書
け
れ
ば
、
よ
い
解
答
と
な
る
だ
ろ
う
。
「
気
の
毒
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
本
文
中
で
は
守
が
男
を

そ
の
よ
う
に
思
う
理
由
が
な
い
。
「
く
や
し
」
は
現
代
語
と
同
じ
意
味
で
捉
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
古
文

の
「
く
や
し
」
は
、
自
分
の
行
為
を
後
悔
す
る
気
持
ち
を
表
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
後
悔
し
た
」
と
書
い
て
は
、
活

用
語
尾
の
「
け
れ
」
を
過
去
の
助
動
詞
と
誤
読
し
て
い
る
よ
う
な
答
案
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
時
制
に
も
注
意
を
払

い
た
い
。

問
四　

ア
・
イ
・
ウ
・
カ
は
い
ず
れ
も
完
了
の
助
動
詞
、
オ
は
打
消
。
正
答
の
エ
の
波
線
部
は
、
動
詞
の
一
部
で
あ
る
。

問
五　

正
し
い
も
の
を
選
ぶ
内
容
合
致
問
題
。
ア
は
元
の
妻
が
復
縁
を
迫
っ
て
い
た
と
い
う
部
分
が
誤
り
で
あ
る
。
イ
も
文

中
に
「
物
食
ふ
ら
む
事
も
知
ら
ね
ば
」
と
あ
る
。
ウ
は
和
歌
を
届
け
な
か
っ
た
と
い
う
点
が
違
っ
て
お
り
、
女
の
童
を

介
し
て
届
け
た
手
紙
に
は
和
歌
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。
オ
に
つ
い
て
は
、
男
は
言
い
訳
な

ど
は
せ
ず
「
え
隠
さ
ず
し
て
」
詳
し
く
語
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
キ
に
関
し
て
は
、
守
は
葬
式
の
手
配
は
し
た
も
の

の
、
参
列
し
た
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

問
六　

最
も
後
の
時
代
に
成
立
し
た
も
の
が
ど
れ
な
の
か
が
わ
か
れ
ば
、
そ
れ
が
正
解
で
あ
る
。
イ
の
選
者
が
藤
原
俊
成
で

あ
る
こ
と
は
知
っ
て
お
く
べ
き
情
報
だ
ろ
う
。
俊
成
と
い
え
ば
、
新
古
今
集
の
時
代
に
活
躍
し
た
定
家
の
父
で
あ
る
か

ら
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
あ
た
り
を
生
き
た
人
だ
ろ
う
と
わ
か
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
は
院
政
期
の
成
立
で
あ
り
、

イ
以
外
の
選
択
肢
が
す
べ
て
そ
れ
よ
り
前
の
作
で
あ
る
こ
と
は
、
文
学
史
の
知
識
と
し
て
ご
く
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。

出
典
：
『
今
昔
物
語
集　

四
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
36
）　

岩
波
書
店　

問
題
三

解　

説

問
一　

筆
者
の
論
述
を
的
確
に
理
解
し
た
上
で
、
文
章
に
即
し
た
語
を
選
択
で
き
る
か
問
う
問
題
で
あ
る
。

問
二　

３
つ
の
タ
イ
プ
の
自
己
表
現
に
関
す
る
筆
者
の
論
述
の
理
解
に
つ
い
て
問
う
問
題
で
あ
る
。

問
三　

意
見
が
対
立
す
る
場
面
で
自
他
を
尊
重
す
る
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
」
の
概
念
を
正
し
く
理
解
し
、
運
用
で
き
る
か
問
う

問
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
相
手
を
配
慮
し
つ
つ
自
分
の
意
志
を
伝
え
る
表
現
力
と
、
そ
の
妥
当
性
を
論
理
的
に
説

明
す
る
分
析
力
を
問
う
て
い
る
。

出
典
：
平
木
典
子
『
改
訂
版 

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
―
さ
わ
や
か
な
〈
自
己
表
現
〉
の
た
め
に
―
』　
　

日
本
・
精
神
技
術
研
究
所　

2
0
1
2
年

出
題
の
ね
ら
い

　

的
確
な
読
解
に
基
づ
く
論
理
的
思
考
と
表
現
の
力
を
見
る
問
題
で
あ
る
。平
木
典
子
著『
改
訂
版　

ア
サ
ー
シ
ョ
ン・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』か
ら
出
題
し
た
。人
間
関
係
の
持
ち
方
に
は
、自
分
を
後
回
し
に
す
る「
非
主
張
的
」、他
者
を
軽
視
す

る「
攻
撃
的
」、自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
」の
3
タ
イ
プ
が
あ
る
と
し
、互
い
を
尊
重
し
対
話
で
納

得
を
目
指
す
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
の
重
要
性
を
説
く
内
容
の
文
章
で
あ
る
。内
容
を
正
確
に
読
み
解
く
力
、本
文
の
論
旨
に

即
し
た
表
現
を
考
え
る
と
い
う
形
で
応
用
力
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

問
題
二

解
答
例

問
一　

①　

ア　

②　

エ　

③　

ウ　

問
二　

⑴　

ア　

⑵　

イ　

⑶　

ウ　

⑷　

ア　

⑸　

ア　

⑹　

イ

問
三

　

⑴　

い
つ
も
連
絡
あ
り
が
と
う
。
た
だ
、
毎
日
何
回
も
と
い
う
の
は
、
時
間
も
な
く
て
。
週
に
何
度
か
ぐ
ら
い

が
ベ
ス
ト
か
な
と
思
う
け
ど
、
ど
う
か
な
？

　

⑵　

自
分
の
気
持
ち
を
正
直
に
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
相
手
へ
の
感
謝
を
伝
え
な
が
ら
、
「
ど
う
か
な
？
」
と

相
手
の
考
え
も
受
け
止
め
る
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
で
相
手
の
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
。



出
題
の
ね
ら
い

　

論
理
学・言
語
哲
学
な
ど
の
研
究
者
で
あ
る
野
矢
茂
樹（
一
九
五
四
―
）に
よ
る
文
章
。隠
喩
に
つ
い
て
そ
の
誕
生
し
た

て
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
推
移
を
あ
ら
た
め
て
考
え
な
お
そ
う
と
試
み
る
。言
語
を
既
成
の
も
の
と
み
な
す
の
で
は
な

く
、考
察
の
俎
上
に
載
せ
る
そ
の
思
考
法
を
学
ん
で
ほ
し
い
。本
文
の
読
解
と
し
て
は
、論
理
が
順
を
追
っ
て
展
開
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
、そ
れ
を
確
実
に
追
い
か
け
る
必
要
が
あ
る
。設
問
も
、各
部
分
の
論
旨
の
展
開
と
内
容
把
握
と
を

通
し
て
、そ
れ
ら
の
部
分
同
士
を
つ
な
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
た
う
え
で
、全
体
の
内
容
把
握
に
至
れ
る
か
を
問
う
た
。

解
答
例

問
一　
ａ　

企　
　

ｂ　

残
酷　
　
ｃ　

示
唆　
　

ｄ　

貫　
　
ｅ　

当
惑　
　

問
二　

①　

エ　
　

②　

オ　

問
三　
（
そ
の
）
発
話
の
文
脈
に
強
く
依
存
し
つ
つ
、
新
た
な
意
味
を
生
み
出
そ
う
と
す
る

問
四　

⑴　

反
復
使
用
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
文
を
単
独
で
見
た
だ
け
で
そ
の
発
話
の
文

脈
が
理
解
で
き
る

⑵　

文
脈
独
立
的
に
な
る
に
つ
れ
て
、
元
々
の
字
義
通
り
の
意
味
は
機
能
し
な
く　

問
五　

ウ　

問
六　

ウ　

問
七　

隠
喩
と
し
て
誕
生
し
た
か
つ
て
の
場
面
を
そ
の
表
現
か
ら
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る　

問
八　

ウ　

カ　

問
題
一

問
題
二
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国　

語
二
日
目

人
文
学
科
、国
際
社
会
学
科
、

社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

解　

説

問
一　

漢
字
は
タ
イ
ピ
ン
グ
だ
け
で
は
正
確
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
手
書
き
で
練
習
し
て
ほ
し
い
。
一
画

不
足
で
も
不
正
解
と
な
る
。

問
二　

①
は
、
た
と
え
で
あ
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
隠
喩
表
現
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
部
分
。
前
後
に
例
が
あ
る
の

で
、
エ
が
正
解
。
②
に
つ
い
て
は
、
前
二
段
落
が
「
死
ん
だ
隠
喩
」
に
関
す
る
説
明
で
、
当
段
落
が
「
生
き
た
隠
喩
」

に
関
す
る
説
明
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
最
終
文
が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
オ
が
正
解
。　

問
三　

「
創
造
的
な
隠
喩
」
と
い
う
語
句
は
、
第
四
段
落
に
も
あ
り
、
「
新
し
い
意
味
を
生
み
出
す
創
造
的
な
隠
喩
で
あ
れ

ば
あ
る
ほ
ど
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
続
く
「
そ
の
強
い
文
脈
依
存
性
の
ゆ
え
に
、
そ
の
場
面
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
限
定

的
な
言
語
と
な
る
」
で
は
、
創
造
的
な
隠
喩
の
創
造
性
と
は
ど
の
よ
う
な
表
現
の
こ
と
か
を
問
う
て
い
る
設
問
に
十
分

に
答
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
前
の
段
落
は
抜
き
出
す
に
は
長
い
。
そ
の
前
々
段
落
に
あ
る
「
新
た
な
意
味
」
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
れ
ば
、
そ
の
前
後
を
含
め
た
部
分
が
解
答
に
な
る
と
導
き
出
せ
る
。
冒
頭
に
「
そ
の
」
が
付

い
て
い
て
も
可
。

問
四　

「
目
が
釘
づ
け
に
な
る
」
と
い
う
例
に
つ
い
て
再
度
検
討
さ
れ
て
い
る
第
四
段
落
か
ら
探
す
。
「
さ
ら
に
」
と
い
う

接
続
語
で
結
ば
れ
て
、
二
種
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
一
種
ず
つ
記
す
。
⑵
隠
喩
が
誕
生
し
た
文
脈
か
ら

独
立
し
た
場
合
と
い
う
点
と
、
字
義
通
り
の
意
味
が
機
能
し
な
く
な
る
と
い
う
点
の
両
方
が
必
要
で
あ
る
。

問
五　

当
該
段
落
は
「
こ
う
し
て
」
と
、
以
下
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
誕
生
し
た
て
の
隠
喩
の
特
徴
と
し
て
「
そ
の
発
話
の
文

脈
に
強
く
依
存
」
と
あ
る
の
と
同
義
な
の
は
ウ
に
な
る
。

問
六　

脱
文
の
接
続
語
が
「
つ
ま
り
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
前
の
部
分
を
ま
と
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
隠
喩
と

し
て
の
死
を
迎
え
る
」
と
同
じ
こ
と
を
そ
の
前
で
述
べ
て
い
る
の
は
ウ
。
そ
の
前
の
部
分
で
、
具
体
的
な
隠
喩
を
挙
げ

な
が
ら
「
そ
の
役
割
を
終
え
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

問
七　

傍
線
部
の
「
こ
の
出
自
」
の
「
こ
の
」
は
前
段
落
の
内
容
を
指
し
て
い
る
。
「
出
自
」
と
同
様
の
意
味
で
、
「
誕
生
し

た
か
つ
て
の
場
面
」
「
そ
の
誕
生
の
現
場
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
む
二
文
を
参
考
に
し
て
答
え
る
。
な
お
、

設
問
に
「
隠
喩
に
お
い
て
出
自
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
あ
り
、
「
刻
印
」
の
意
味
も
問
わ
れ
て

い
る
。
「
そ
の
表
現
」
を
用
い
て
説
明
で
き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
説
明
不
足
の
答
案
は
減
点
と
し
た
。

問
八　

ア　

こ
の
文
章
は
隠
喩
の
捉
え
ら
れ
方
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
不
可
。
イ　

場
面
に
結
び
つ
け
ら
れ
た

隠
喩
は
誕
生
し
た
て
の
隠
喩
の
特
徴
な
の
で
、
不
可
。
エ　

こ
の
文
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
オ　

隠
喩
が
新
し
い

意
味
を
生
み
出
す
の
は
誕
生
し
た
て
の
頃
の
こ
と
で
あ
り
、
不
可
。
キ　

こ
の
文
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
ウ
と
カ

が
正
解
。
カ
は
七
・
八
段
落
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

出
典
：
野
矢
茂
樹
『
語
り
え
ぬ
も
の
を
語
る
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
２
６
３
７
）
講
談
社　

２
０
２
０
年

出
題
の
ね
ら
い

　

文
章
を
読
み
解
き
、内
容
を
的
確
か
つ
論
理
的
に
把
握
す
る
力
、お
よ
び
、表
現
の
意
味
・
用
法
に
関
す
る
理
解
力

と
運
用
能
力
を
見
る
問
題
で
あ
る
。北
原
保
雄
監
修『
岩
波　

日
本
語 

使
い
方
考
え
方 

辞
典
』か
ら
出
題
し
た
。

物
事
の
複
数
を
表
す
手
段
、特
に「
た
ち
」「
ど
も
」「
が
た
」と
い
っ
た
接
辞
が
表
す
意
味
や
、そ
れ
ら
の
用
法
の
違
い

に
つ
い
て
述
べ
た
文
章
で
あ
る
。問
題
文
の
理
解
に
基
づ
い
て
接
辞
の
使
用
が
表
す
意
味
を
的
確
に
読
み
取
る
力
、お

よ
び
表
現
の
運
用
力
を
見
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

解
答
例

問
一　

①　

ウ　

③ 

エ　

問
二　

②　

イ　

問
三　
ａ　

植
木
を
家
族
な
ど
の
よ
う
に
親
し
み
を
こ
め
て
表
現
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　

ｂ　

化
け
物
に
対
す
る
嫌
悪
感
を
表
現
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。

問
四　

学
生
が
三
人
、
教
室
に
入
っ
て
き
た
。

解　

説

問
一　

空
欄
①
の
前
後
は
、
単
数
か
複
数
か
で
名
詞
の
形
を
指
定
す
る
英
語
の
文
法
（
規
則
）
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
ウ

の
「
義
務
的
」
が
正
解
と
な
る
。
空
欄
③
は
、
後
に
続
く
「
ぼ
か
し
て
表
現
し
た
り
、
あ
い
ま
い
に
表
現
し
た
り
」
と

考
え
併
せ
る
と
、
「
指
し
示
す
」
を
意
味
す
る
エ
の
「
指
示
」
が
入
る
。

問
二　

空
欄
②
は
、
そ
の
前
に
あ
る
「
恩
師
で
あ
る
」
に
着
目
す
れ
ば
、
イ
の
「
上
下
の
待
遇
」
と
な
る
。

問
三　

「
た
ち
」
「
ど
も
」
を
人
間
以
外
の
対
象
に
用
い
て
い
る
文
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
接
辞
が
表
現
す
る
意
味
や
ニ
ュ

ア
ン
ス
の
説
明
を
求
め
て
い
る
。
ａ
は
、
「
擬
人
化
し
て
い
る
」
「
人
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
」
な
ど
も
誤
り
と
は

し
な
い
が
、
傍
線
部
Ａ
に
基
づ
く
機
械
的
な
説
明
で
、
十
分
な
正
答
と
は
言
え
な
い
。
他
の
接
辞
で
な
く
「
た
ち
」
を

用
い
て
植
木
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
い
る
様
子
か
ら
、
「
親
近
感
」
「
愛
着
」
な
ど
が
導
か
れ
る
。
ペ
ッ
ト
な
ど
に
対

し
て
も
よ
く
見
ら
れ
る
「
た
ち
」
の
用
法
で
あ
る
。
ｂ
も
、
「
人
よ
り
下
の
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い

る
」
な
ど
も
誤
り
と
は
し
な
い
が
、
問
題
文
の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ｂ
の
文
か
ら
読
み
取
れ
る
「
ど
も
」
の
意

味
合
い
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
待
遇
の
低
い
「
ど
も
」
の
使
用
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
「
嫌
悪
感
」
「
敵
意
」
な

ど
、
化
け
物
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
が
正
答
と
な
る
。

問
四　

接
辞
以
外
の
手
段
で
複
数
を
明
示
す
る
運
用
力
を
見
て
い
る
。
人
数
の
明
記
、
「
大
勢
の
」
「
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
」
の
付

加
な
ど
、
自
然
な
日
本
語
表
現
の
範
囲
で
複
数
を
示
せ
ば
正
答
と
な
る
。

出
典
：
須
賀
一
好
『
岩
波 

日
本
語 
使
い
方 

考
え
方 

辞
典
』
北
原
保
雄
監
修　

岩
波
書
店　

2
0
0
3
年
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解
答
例

問
一　

Ｃ　

ウ　

Ｄ　

イ　

Ｅ　

ア　

Ｆ　

エ

問
二　

⑴　

修
辞
法
①　

ふ
し
（
が
）
節
（
と
）
臥
し
ま
た
は
伏
し
（
の
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
。
）

修
辞
法
②　

竹
（
と
）
節
（
が
縁
語
に
な
っ
て
い
る
。
）

　
　
　

⑵　

か
り
そ
め
に
見
た
夢
な
の
か
現
実
な
の
か

問
三　

⑴　

エ

⑵　

帝
ま
た
は
天
皇
（
か
ら
、
ひ
と
目
見
て
）
好
き
に
な
っ
た
の
で
今
夜
逢
い
た
い
（
と
い
う
手
紙
を
も

ら
っ
た
と
い
う
こ
と
。
）

問
四　

イ

問
五　

エ

問
六　

ウ

出
題
の
ね
ら
い

　

後
嵯
峨
天
皇
が
偶
然
見
か
け
て
心
惹
か
れ
た
女
性
は
、「
を
と
こ
あ
る
人
」、人
妻
で
あ
っ
た
。そ
う
と
知
ら
ぬ
帝
は
、

蔵
人
を
通
じ
て
女
に
今
夜
会
い
た
い
と
い
う
手
紙
を
送
る
。女
は
仕
方
な
く
夫（
な
に
が
し
少
将
）に
説
明
す
る
と
、夫

は
夫
婦
仲
睦
ま
じ
く
過
ご
し
た
三
年
は「
世
々
の
契
り
」だ
が
、帝
に
み
そ
め
ら
れ
た
の
も
深
い「
御
契
り
」だ
か
ら
、帝

の
お
召
し
に
応
ず
る
べ
き
と
説
き
、女
は
涙
ぐ
み
な
が
ら
手
紙
の
下
に「
を
」と
書
い
た
。そ
の
理
由
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

帝
が
周
囲
に
問
う
と
、小
宰
相
の
局
が
、か
つ
て
教
通
か
ら「
月
」の
字
を
書
い
た
手
紙
を
も
ら
っ
た
小
式
部
の
内
侍
は

「
を
」と
書
い
て
返
し
た
、こ
の「
月
」は
夜
に
逢
い
に
出
て
来
て
ほ
し
い
の
意
、「
を
」は
女
が
承
諾
す
る
の
意
と
故
事
を

披
露
し
、だ
か
ら
今
夜
女
は
必
ず
来
る
と
解
説
し
た
。は
た
し
て
女
は
深
夜
に
や
っ
て
き
た
、と
い
う『
古
今
著
聞
集
』に

載
る
話
か
ら
出
題
し
た
。問
題
文
の
先
に
は
続
き
が
あ
り
、後
に
帝
は
妻
を
寄
越
し
た
少
将
に
褒
賞
し
、世
間
は
妻
に

よ
っ
て
昇
進
し
た「
鳴
門
の
中
将
」と
揶
揄
し
た
と
い
う
。こ
の
文
章
を
も
と
に
、現
代
語
訳
、文
法
、和
歌
の
修
辞
法
、文

学
史
な
ど
の
知
識
を
問
う
設
問
と
し
た
。

問
題
三

解　

説

問
一　

Ｃ
「
便
な
し
」
は
不
都
合
だ
、
の
意
。
「
べ
し
」
は
推
量
。
よ
っ
て
正
解
は
ウ
「
具
合
が
悪
い
に
違
い
な
い
」
で
あ

る
が
、
「
具
合
が
悪
い
」
は
「
体
調
が
良
く
な
い
」
の
意
味
し
か
な
い
と
考
え
る
受
験
生
が
多
い
の
か
、
正
答
率
が
低

か
っ
た
。　

Ｄ
直
訳
す
る
と
「
そ
う
な
ら
ば
そ
う
で
あ
れ
」
の
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
る
な
ら
そ
れ
で
よ
い
、
の
意
で

あ
る
。　

Ｅ
「
お
ろ
か
」
は
現
代
語
の
愚
か
だ
（
馬
鹿
だ
）
の
意
味
で
は
な
く
、
い
い
加
減
に
扱
う
、
お
ろ
そ
か
の

意
。
そ
れ
を
打
ち
消
し
て
い
る
の
で
、
並
々
で
な
い
の
意
。
古
文
の
頻
出
単
語
で
あ
る
。　

Ｆ
「
下
待
つ
」
は
、
表
面

に
（
行
動
に
）
表
さ
ず
、
心
の
奥
で
と
い
う
意
味
。

問
二　

⑴
修
辞
法
を
問
う
問
題
で
あ
る
が
、
掛
詞
に
つ
い
て
は
意
味
の
違
い
を
明
確
に
書
き
表
す
よ
う
に
、
漢
字
表
記
を
求

め
た
の
で
、
は
か
ら
ず
も
漢
字
の
書
き
取
り
問
題
の
よ
う
に
な
っ
た
。
「
竹
」
の
縁
語
が
「
節
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
受
験
生
が
多
い
の
か
、
割
合
に
よ
く
出
来
て
い
た
。
な
お
、
「
竹
」
の
縁
語
に
は
「
よ
（
余
）
」
（
竹
の
節
と

節
の
間
の
空
洞
を
さ
す
語
）
も
あ
り
、
「
世
」
と
し
ば
し
ば
掛
詞
に
な
る
。
こ
の
知
識
で
答
え
た
受
験
生
も
わ
ず
か
に

い
た
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
和
歌
に
は
「
世
」
と
い
う
語
は
出
て
こ
な
い
の
で
不
正
解
で
あ
る
。

　

⑵
「
あ
だ
」
が
、
い
く
つ
か
あ
る
意
味
の
う
ち
「
一
時
的
で
は
か
な
い
さ
ま
、
か
り
そ
め
」
の
意
で
あ
る
こ
と
、

「
し
」
が
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
で
あ
る
こ
と
、
「
う
つ
つ
」
が
「
現
実
」
の
意
で
あ
る
こ
と
が
訳
出
の
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。
「
あ
だ
」
以
外
は
だ
い
た
い
で
き
て
い
た
。

問
三　

こ
の
あ
た
り
の
文
脈
が
理
解
で
き
て
い
る
か
を
問
う
問
題
。
帝
か
ら
の
手
紙
に
つ
い
て
、
女
が
夫
で
あ
る
少
将
に
説

明
す
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
の
で
、
⑴
は
エ
が
正
解
。
説
明
文
で
は
、
「
蔵
人
か
ら
」
と
始
め
る
解
答
が
若
干
見
ら
れ

た
が
、
後
続
の
文
と
の
つ
な
が
り
で
、
「
蔵
人
か
ら
帝
の
書
い
た
手
紙
を
も
ら
っ
た
」
の
よ
う
に
説
明
が
で
き
ず
、
蔵

人
の
書
い
た
手
紙
の
よ
う
な
文
章
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
不
正
解
と
な
っ
た
。
手
紙
の
内
容
は
、
「
帝
が
女
に
心
惹

か
れ
た
」
「
今
夜
逢
い
た
い
」
の
二
つ
の
要
素
を
要
領
よ
く
十
五
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
力
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、

余
計
な
こ
と
を
書
い
て
文
章
が
長
く
な
り
、
「
恋
し
た
」
の
方
の
み
を
答
え
た
受
験
生
が
多
か
っ
た
。

問
四　

問
題
文
の
「
な
ん
」
は
、
確
述
（
完
了
）
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
未
然
形
に
、
推
量
の
助
動
詞
「
ん
（
む
）
」
の
つ
い

た
形
な
の
で
イ
が
正
解
。
ア
は
係
助
詞
、
ウ
は
「
何
」
、
エ
は
未
然
形
に
接
続
し
て
い
る
の
で
終
助
詞
、
オ
は
「
往

ぬ
」
の
活
用
語
尾
「
な
」
に
「
ん
」
が
つ
い
た
形
。

問
五　

ア
は
、
少
将
は
女
の
兄
で
は
な
く
夫
な
の
で
×
。
イ
は
、
夫
で
あ
る
少
将
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
手
放
し
で
名
誉
と

思
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
夫
と
し
て
た
め
ら
い
な
く
妻
に
行
く
べ
き
と
は
言
え
な
い
し
、
か
と
い
っ
て
行
く
な
と
諫
め

る
の
も
具
合
が
悪
く
、
と
逡
巡
し
て
い
る
の
で
×
。
な
お
、
そ
れ
で
も
結
局
は
こ
れ
が
宿
縁
と
思
え
と
妻
に
帝
の
も
と

に
参
る
よ
う
勧
め
る
あ
た
り
が
、
鎌
倉
後
期
の
人
間
の
思
考
法
ら
し
く
て
お
も
し
ろ
い
。
ウ
は
「
月
」
で
は
な
く

「
を
」
と
書
い
た
の
で
×
。
オ
は
「
丑
」
が
深
夜
（
午
前
一
時
か
ら
三
時
）
の
刻
限
（
草
木
も
眠
る
丑
三
つ
時
と
い
う

語
も
あ
る
）
で
あ
る
の
で
×
。
よ
っ
て
エ
が
正
解
と
な
る
。
「
月
」
の
字
が
夜
に
出
て
来
い
の
意
味
に
解
さ
れ
た
の

は
、
そ
の
手
紙
を
贈
っ
た
日
は
、
月
が
夜
更
け
に
出
る
（
い
わ
ゆ
る
有
明
の
月
）
の
日
だ
っ
た
の
に
ひ
っ
か
け
た
機
知

な
の
で
あ
ろ
う
。
小
宰
相
が
披
露
し
た
教
通
と
小
式
部
内
侍
の
話
は
、
話
の
本
筋
で
は
な
い
が
、
鎌
倉
後
期
の
人
々
に

と
っ
て
道
長
・
頼
通
の
時
代
が
仰
ぎ
見
る
王
朝
時
代
と
し
て
拠
る
べ
き
先
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
や
、
「
ｙ
ｅ
ｓ
」
と

い
う
意
味
で
「
を
」
と
い
う
語
が
道
長
・
頼
通
時
代
に
は
ふ
つ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
の
に
、
二
百
年
後
に
は
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
、
つ
ま
り
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
も
、
言
語
は
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

て
、
面
白
い
逸
話
で
あ
る
。

問
六　

和
泉
式
部
は
有
名
な
歌
人
で
あ
り
、
「
あ
ら
ざ
ら
む
こ
の
世
の
ほ
か
の
思
ひ
出
に
い
ま
ひ
と
た
び
の
逢
ふ
こ
と
も
が

な
」
の
和
歌
で
百
人
一
首
に
載
っ
て
い
る
。
母
の
和
泉
式
部
が
あ
ま
り
に
有
名
だ
っ
た
の
で
、
小
式
部
内
侍
は
藤
原
定

頼
（
藤
原
公
任
の
息
子
）
か
ら
、
「
丹
後
に
い
る
お
母
さ
ん
か
ら
の
使
者
は
来
ま
し
た
か
（
歌
合
で
詠
む
歌
を
代
わ
り

に
作
っ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、
そ
の
歌
は
届
き
ま
し
た
か
）
」
と
か
ら
か
わ
れ
、
「
大
江
山
」
の
歌
を
詠
ん
だ
と

い
う
逸
話
は
教
科
書
に
も
載
る
有
名
な
話
。
こ
れ
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
、
和
泉
式
部
が
歌
人
で
あ
る
と
い
う
正
解
に
す

ぐ
た
ど
り
つ
け
る
だ
ろ
う
。

出
典
：
『
古
今
著
聞
集
』
新
潮
日
本
古
典
集
成　

新
潮
社



Ⅰ． 1～12
出題のねらい
仲の良い三名の小学生に起こった出来事と、９年後の再会を
描いた文章である。ケリーは小学校の科学プロジェクトで懸
命に質の高いジオラマを制作し、一等賞のキャンディを獲得
できると確信していた。ところが、ジオラマの出来ばえを喜
んでくれていた親友のジェスが、誤ってジオラマにホット
チョコレートをこぼしてしまう。ケリーがジオラマを守ろう
とした結果、ジオラマは壊れてしまった。文章は再会の場面
から始まり回想へと移行する。長文の大意をとらえた上で、
前後関係や細かな部分について正確に意味を読み取ることが
求められる。

解　答
１．Ｃ　　　２．Ａ　　　３．Ａ　　　４．Ｄ　　　５．Ａ
６．Ｄ　　　７．Ｄ　　　８．Ｄ　　　９．Ａ　　　10．Ａ
11．Ｃ　　　12．Ａ

解　答
13．Ｃ　　　14．Ｄ　　　15．Ａ　　　16．Ｄ　　　17．Ｂ
18．Ｃ　　　19．Ｄ　　　20．Ｄ　　　21．Ｃ　　　22．Ｂ
23．Ｂ

解　説
１～12はマークシートに解答する問題である。読解のポイントになる
箇所を正確に理解しているかを問うもので、本文に即した最も適切な
答えを４つの選択肢から選ぶ。

１. ３名のうちケリーだけが他の２名と話したくなかったので、Cが
正解。

２. ケリーがもう行かなければと言った本当の理由はマデリンとジェ
スと話をしたくなかったからなので、Aが正解となる。正解率は
93.7%と高かった。

３. ケリーがはじめは「劇の練習があるので帰らないと」と言っていた
のに、ここでは「宿題があるって言ったでしょう」と違う理由をあ
げたため、マデリンは混乱した。よってAが正解。

４. “Kelly was eagerly working on a science project, every detail of 
her diorama organized perfectly”“I’m going to get that candy 
tomorrow”とあるので、ケリーが最高のジオラマを作って賞（キャ
ンディ）を得ようと努力していたというDが正解である。

５. “Kelly got up the next morning with such excitement”とあり、
クラスメートがジオラマに感嘆することも確信していたため、A
が正解である。

６. マデリンもジェスも声を合わせてケリーのジオラマを賞賛してお
り、否定的な態度は示していない。よって正解はD。

７. “Seeing her best friends”とある。マデリンもジェスも声を合わせ
てケリーのジオラマを賞賛しており、３人が仲の良い友だちで
あったことがうかがえる。よって正解はDの“very close friends”
となる。

８. ジェスは故意ではなく、誤ってホットチョコレートをこぼしてし
まった。そしてケリーがジオラマをホットチョコレートから守ろ
うとした結果、ジオラマを落としてしまった。よってDが正解。

９. この段落の一行目に“‘I got hot chocolate!’Jess cheered”とあり、
その直後にダンスをしたとあるので、「ある飲み物を持っていてご
機嫌だったから」というAが正解である。

10. 「マデリンはケリーとともにばらばらになったジオラマのかけら
を拾い集めようとした」とあるため、それを言い換えたAが正解で
ある。

11. ジェスの目にも涙が溜まっていて、マデリンはジェスを心配して
ケリーを見上げたとあるので、Ｃが正解。

12. ジェスのせいでジオラマが壊れてしまったケリーは、ジェスに激
怒する。傷ついたジェスは一歩ずつケリーから遠ざかり、マデリン
はジェスを心配する。最後に“A kid named Tyler got the jar of 
candies that day”とあり、ケリーが賞をとれなかったことは明ら
かである。よって、正解はA。

出典：Adapted from“A Jar of Gummies”by Mia Wolfe.     

解　説
13～23はマークシートに解答する問題である。読解のポイントになる
箇所を把握し、正確に理解しているかを問うもので、本文に即した最
も適切な答えを４つの選択肢から選ぶ。

13. “Work on artificial intelligence (AI) was started … by the 
British computer pioneer Alan Mathison Turing”とあり、直後に
“Turing described an abstract computing machine”さらに
“This is Turing’s stored-program concept”“Turing’s idea”と続
き、机上のアイディアの段階であることが示唆される。Turingが
機器や装置を物理的に作り上げたとの説明はない。 このため、正
しい選択肢はCである。

14. “Turing described an abstract computing machine consisting of 
an unlimited memory”とあるため、これを言い換えたDが正解。

15. Turingが考えたmachineの特徴を説明しているのは１段落目。
“the possibility of the machine operating on, modifying, or 
improving its own program”とある。これを言い換えたＡが正解。

16. １段落目の最後に「すべての現代のコンピュータは本質的に
“universal Turing machines”である」とあるため、正解はこの記
述の内容と最も近いDの“share something with the Turing 
machine”である。

17. ２段落目に“during the war he gave a lot of thought to the issue 
of machine intelligence”とある。したがって、Bの「戦争中でさえ
も自分のプロジェクトについて考え続けた」が正解。

18. ３段落目にある“a machine that can learn from experience”に近
いCが正解である。

19. ３段落目に、チューリングの“Intelligent Machinery”という報告
書は出版されなかったが、“many of his ideas were later 
discovered by others”とあるため、正解はＤ。

20. チューリングテストの内容は４段落目に書かれている。その主た
る目的は「コンピュータが人間のような知性を持つかどうかを調
べること」。空欄を含むif節内の主語はthe Turing testではなく
a computerなので、選択肢Dが正解。

21. ４段落目に“the computer may do everything possible to hide 
its own identity”とあるのでCが正解。

22. ４段落目に“If a large enough percentage of these interviewers 
cannot distinguish the computer from the human being…”とあ
り、interviewersは“human examiners”のことなので、正解はB。

23. 最後の段落から、ChatGPTがチューリングテストに合格したと
言う専門家もいれば、していないと言う専門家もいたことがわ
かる。よってＢが正解。

出典：Adapted with permission from Encyclopædia Britannica, (c) 
2026 by Encyclopædia Britannica, Inc.

英　語 1日目 人文学科、経済経営学科、心理学科

出題のねらい
アラン・チューリングが基礎を開発した人工知能（AI）
について解説した文章。文章の大意を捉えた上で、細かな
部分について正確に意味を読み取ることが求められる。

Ⅱ.  13～23

英語　1日目-1　2026.05.29　4校

－72－



出題のねらい
日本・タイ間の教員派遣プログラムについての文章を読み、
内容を会話文で表現する。与えられた文字から始まる単語で
空所を補充する際に、冒頭の文章の内容と一致するか、会話
文の文脈上意味をなすか、文法的に正しい文となるかを判断
する必要がある。

Ⅳ. 34～45

解　答
34．week 35．smaller  36．part 
37．started 　 38．education 39．ways
40．international 41．students 42．environment 
43．areas 44．visits 45．knowledge

解　説
上記の解答例以外にも可能な解答があり得るので、その場合は満点を
与えた。また誤りの程度に応じて、部分点を与えた。

34. seven daysを言い換えているため正解はweek。
35. 「日本の教員が６名、タイの教員が12名」参加したとあり、空欄の後
に“… number of Japanese teachers than Thai teachers…”とあ
るため、比較級のsmallerとする。多い誤りはsmall（減点）やsix（０
点）。

36. 文章中のparticipate(d) inと同等の意味の take part in となるよ
う、partを入れる。“participate”と動詞そのものを入れる誤りが多
かった。

37. 文章中のrestartedを言い換えてstarted againとなるよう、started

出題のねらい
グラフが示す内容の主な特徴を50語以内の英語で説明する問
題である。問題文の指示とグラフの内容を正確に理解した上
で、着目する点を整理し、文章の構成に留意しながら、正し
い英語で説明することが求められる。     

Ⅴ. 

解答例
The　bar chart shows how much seafood people ate in 
2022, on average, in various countries. People in Iceland ate 
the most seafood, almost as twice as much as Japanese 
people. In South Africa, people ate the least seafood on 
average in comparison, eating only about 6kg per person. 

解　説
2022年の国ごとの一人当たりの平均年間魚介類消費量を表したグラ
フである。たとえばアイスランドが一位であること、日本は中ほどに
位置すること、南アフリカが一番少ないことなど、グラフと矛盾がな
い特徴を、順序だてて正しい英語で記述すること、most, least, as…as
といった比較表現を使用する場合はそれらが適切に用いられている
こと等が求められる。     

出典：Adapted from https://ourworldindata/org.

出題のねらい
通貨についての文章。大意を理解した上で、文脈と文法を考
慮しながら選択肢から適切な答えを選ぶことが求められる。

Ⅲ. 24～33

解　答
24．Ｂ　　　25．Ｄ　　　26．Ｄ　　　27．Ｄ　　　28．Ｃ  
29．Ａ　　　30．Ｂ　　　31．Ｂ　　　32．Ｂ　　　33．Ａ

解　説
24～33は本文の空欄を補充する問題である。文脈から必要とされる意
味を類推し、文法上、最も適切な語句を選択する。マークシート形式。

24. 「訪れる予定の国で使われている通貨」という意味でその前の
currencyにかかる句となるため、Bの“used”が正解である。

25. 米ドルと他の複数の通貨が一律に等しい価値である状況は現実に
は起こりえない。仮定法過去でif節内の動詞wereと呼応する、Dの
wouldが正解。

26. 各通貨がそれぞれ「異なった価値を与えられる」ということなの
で、Dの“valued”が正解。

27. 「基本的に」という副詞が入るため、Dの“basically”が正解である。
28. “How much of that country’s money you’re able to buy with 
one  US do l l a r”全体が主語となっているため、正解はCの
“depends on”となる。

29. この個所は為替の定義を説明しており、「ある国の通貨を１単位手
に入れるのに、別の国の通貨がいくら必要であるかを示す比率」と
述べているため、oneと呼応するAの“another”が正解。

30. この空欄にはthat節内の主語“every piece of paper currency”を
受ける、「表した」と言う意味の動詞が入る（「紙幣の一枚一枚が、各
国政府が銀行で保有する金の量を表した」）。このため、Bの
“represented”が正解である。正解率は25.5%と低く、選択肢Dの誤
答が一番多かった。

31. 「として」知られていた、なので、Bの“known as”が正解となる。 
32. 文脈から逆接となり、直後にカンマがあることからも、Bの“However”
を入れる。

33. 金本位制「から」離れた・脱却した、という意味なのでAの“away”
が正解。正解率は91.5%と高かった。

出典：Adapted from https://wonderopolis.org.     

を入れる。過去形にしていないstartは減点。
38. 文章中の“teaching methods unique to Thailand and educational 
activities used in Thai schools”から、正解はeducation。

39. 文章中の“teaching methods unique to Thailand and educational 
activities used in Thai schools”から、正解は“methods”を言い換
えたways。単数形のwayは減点。

40. 日本とタイの間の教員派遣プログラムであることから、international
を入れる。interculturalも満点とした。

41. 経験を共有する相手として、他の教員と「学生/生徒」となることか
ら、studentsを入れる。生徒一人のみと共有することは考えにくい
が不可能ではないため、studentも正解とした。その他の正答とし
てはschoolなど。

42. 文章中に“learning about how traditional cultures promote 
nature conservation”とあることから、「自然/環境を保護する」と
いう意味になるようenvironmentを入れる。他にecosystemも正答
とした。

43. 文章中の“visit various regions”から、regionsを言い換えたareas
を入れる。誤答としては around, abroad, anyなどが見られた。

44. 文章中の“visit various regions”などをヒントに、名詞のvisitsを入
れる。単数のvisitも正答とした。vacation/vacationsという答えが
多かったが、文章中にそのような情報はないため減点した。

45. 文章中の“it enables Thai and Japanese students to increase 
their understanding of each other’s cultures”に対応するよう
に、knowledgeを入れる。スペリングの間違いが散見されたが、程
度により部分点を与えた。

出典：Adapted from
https://www.accu.or.jp/en/programme/project/thailand/.     
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英　語 2日目 人文学科、国際社会学科、
社会コミュニケーション学科、情報数理科学科

Ⅰ． 1～10
出題のねらい
猫が登場する神話と19～20世紀初頭の文献に言及し、これら

が提示する人間観と、猫と女性の関係についての見解を紹介

した文章である。大意を捉えた上で、さらに細かな部分につ

いて正確に意味を読み取ることが求められる。

解　答
１．Ｂ　　　２．Ａ　　　３．Ｃ　　　４．Ｃ　　　５．Ｃ

６．Ｃ　　　７．Ｄ　　　８．Ａ　　　９．Ｂ　　　10．Ｃ

解　説
１～10はマークシートに解答する問題である。読解のポイントになる

箇所を正確に理解しているかを問うもので、本文に即した最も適切な

答えを４つの選択肢から選ぶ。

１. 本文に“Dear Cat, if only you were a woman, I’d marry you!”と

あり、男性が猫と結婚していたがっていたことがわかる。正解はB。

２. 本文に“…and began to eat it”とある。正解はAのate it。

３. 文中の“outer appearance”がoutsideに、“inner character”が

insideに対応し、女神は「外見は変えられても、まず中身の性質を

変えないことには本当に変えたことにはならない」と言っている

ことから、正解は「外は変えたが中は変えていない」となるC。

４. 文中で女神は「猫を美しい女性に変える前に、生きたネズミではな

く料理した肉を食べたがるようにしよう」と言っているので、正解

は「まず中身を変えてその後見た目を変える」となるＣ。

５. “The Cat and Venus”の話についての内容で、“Venus turned a 

cat into a young woman to find out if she would run after 

mice”とあるので、if以下を言い換えたCのthe woman would 

chase the mouseが正解。

６. この段落の一行目に“Jupiter, the king of the gods in Roman 

mythology”とあり、最後に“Jupiter is known as Zeus in Greek 

mythology”とあるため、JupiterとZeusを含むCが正解。

７. この段落は神話が示唆する内容を紹介している。「神話によると、

人は習慣や教育に強い影響を受けるが、それよりもさらに生まれ

ながらの性質に影響を受ける」とある。よって正解はＤ。

８. 段落の始めに“why was there a connection between women and 

cats … ?”と問題提起がされ、直後に答えとしてMivartの見解が引

用されている。引用部内の“the half of the human race”がwomen

の言い換えであることがわかれば、「家事により関心を持つのは女

性」「猫も家が好きできれい好き」から、女性も猫も「家庭」的である

というAが正解だと導き出せる。

９. 本文の“domestic tendencies and cleanliness”を言い換えたBの

homely tendencies and neatnessが正解。

10. “After the many cases I have seen of cat intelligence”とあり、さ

らに「猫が愚かになるとしたら（猫自身に原因がある訳ではなく）

教育不足のせい」とあるので、Cのintelligentが正解となる。“… 

can easily be frightened by harsh treatment”とあるが、猫その

ものがharshであるとは言っていない。

出典：An Aesop's Fable from Ancient Greece Retold by Heather 

Forest

https://fablesofaesop.com/the-cat-and-venus.html, and

https://blog.biodiversitylibrary.org/2017/07/cats-women-why-

connection.html.

Ⅱ． 11～20
出題のねらい

UNESCOとTechnovationが2020年７月に６か国の10～18歳

の女子を対象として開始した、AIを学び地域課題の解決に取

り組むTechnovation Idea Labプログラムについての文章。

大意を捉えた上で、さらに細かな部分について正確に意味を

読み取ることが求められる。一見、難しい文章に見えるが、

選択肢を落ち着いて読むと、正解以外の選択肢は明らかに文

意とは一致していない。

解　答
11．Ｂ　　　12．Ｃ　　　13．Ａ　　　14．Ｂ　　　15．Ａ

16．Ｂ　　　17．Ｄ　　　18．Ｂ　　　19．Ｄ　　　20．Ｂ

解　説
11～20はマークシートに解答する問題である。読解のポイントになる

箇所を把握し、正確に理解しているかを問うもので、本文に即した最

も適切な答えを４つの選択肢から選ぶ。

11. 文章全体のテーマを問う問題である。１段落目で“Now is the 

time to empower girls…to use technology and support their 

schools and communities to build back better”とあるので、正解

はBの“Girls Solve Community Issues Through Technology”で

ある。Aは「パンデミックを生み出す不平等をコンピューターが解

決する」、Cは「若い女性に対する差別（を助長するため）の革新」、D

は「ユネスコがジェンダーの特徴を考慮したテクノロジーを作り

出す」なので、いずれも本文の内容とは一致しない。

12. １段落目の二行目にある“…has exposed deep digital and gender 

inequalities”に着目すると、Cが正解であることがわかる。

13. １段落目の最後に“… support their schools and communities to 

build back better and differently”とあることから正解はA。

14. ４段落目に“Participating girls will learn what AI is,…and make 

a plan for an AI invention that solves a problem they will have 

identified in their community.”とあるので、アイデアラボプログ

ラムに参加する少女たちは「得た知識を実生活のプロジェクトの

ために用いることができる」というBが正解。

15. ５段落目に“Girls will have the opportunity to interact with and 

learn from advisors around the world and other students from 

their country”とあるため、この“interact”は選択肢Aのcommunicate 

with one anotherに一番近い。

16. ５段落目にアドバイザーの役割についての言及があり、それはB

の“support the girls’learning and advise them about their 

future career”である。

17. ６段落目にThe Micro:bit Educational Foundationが特別な貢献

をする女子に機器を「寄付した」とあるので、ここでは最も成功し

た女子が機器を（無料で）「受け取る」ということになる。正解はD。

18. “…are at particular risk”と現在形であり、“risk”とあることから

否定的な状況に置かれているということがわかるので、Bが最も

近い。

19. ７段落目“We also wish…”以下の「（人類が実現してきた）公平性

と教育の進歩」を「守る」ためなので、正解はD。

20. 本文最後に“…Coalition opens the way for girls to be creative 

leaders and have a say in shaping more inclusive education 

systems for the future,”とあるため、正解はB。

出典：Adapted from: https://en.unesco.org/news/.
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出題のねらい
口語的な表現も含む文において、文意を理解した上で、文法
や成句・慣用表現を考慮しながら適切な答えを選ぶ力を問う
問題である。

解　答
21．Ｂ　　　22．Ｄ　　　23．Ａ　　　24．Ａ　　　25．Ａ
26．Ｃ　　　27．Ｄ　　　28．Ｂ　　　29．Ｃ　　　30．Ｂ

解　説
21. 「屋根を修理してもらうだけなのにこんなにお金がかかるとは思
いもしなかった」という意味の文になるので、“We had no idea 
that…”となるBの“idea”が正解。

22. There is no question that ～「間違いない/疑いはない」という成
句になるようDの“question”を入れる。

23. “Do you mind”の後に続くことができるのはAの“if I ask”のみ。
ｍindの直後に-ing形を続けることは可能だが、Bはthatがあるの
で非文法的である。

24. 「注意深く右と左を見た」なので、正解はA。
25. 「それをしたところで何も問題はない」ということなので、「許され
る」となるAが正解。

26. “students”の直前に来られるのはCの“Many”のみ。B“Almost”は
副詞なので名詞の直前には来られず、Aの“All of”、Dの“Most of”
の場合は“All of the students”、“Most of the students”のように
theを必要とする。

27. 「誰に宛てられているかを知らずに」となるため、Dの“to”。他に
「誰によって書かれているかを知らずに」という意味で“by”も可
能だが、選択肢にない。

28. 「ほとんどの人が１回目では合格しない」という意味になる、Bの
“pass”が適切である。

29. 「一冊も買わなかった」という意味になる、Cが正解。目的語の無い
BとDは非文法的。

30. 文の構造上、自動詞を選ぶ。自動詞で、「少なくとも５日間はもつ」
という意味になるBの“last”が正解。正解率は22%と低く、Cの 
“maintain”（問題文の意味で使う時には他動詞となり、目的語を必
要とする）を選んだものが一番多かった。

V．
出題のねらい
課題文のことわざを、具体的な例を挙げながら50語以内の英語
で説明する。ことわざの意味を理解し適切な具体例を挙げられ
るか、パラグラフの構成に留意しつつ正確な英語で表現するこ
とができるかを試す問題である。

解答例
This saying tells us not to feel bad because of something that 
has passed and cannot be changed. For example, if your 
bicycle has a flat tire and this makes you late for a meeting 
with your friend, you should not feel too upset.

解　説
“It is no use crying over spilt milk.”ということわざは「こぼれたミル
クについて嘆いても仕方がない」という文字通りの意味から、「失敗や
過去の出来事を嘆いても状況は変わらないのだから前を向こう」とい
う解釈になる。日本語の「覆水盆に返らず」に近い。ことわざを知らな
くても、“It is no use ～ing”（～をしても役にたたない）,cry（泣く、叫
ぶ）,“spilt milk”（こぼれたミルク）から、文意の推測は可能。ことわざの
内容に基づき、適切な例を挙げながらつなぎの言葉を適宜用いて50語
以内のパラグラフを書く。ことわざの意味を理解していない、文法（特
に動詞、前置詞、冠詞）や綴りが正しくない、例が適切ではない、パラグ
ラフの体裁をなしていないなど、問題のある解答が目立った。

Ⅲ． 21～30
出題のねらい
Jake Adelsteinについての文章を読み、内容を会話文で表現
する。空所（3語）を補充する際に、冒頭の文章の内容と一
致するか、会話文の文脈上意味をなすか、文法的に正しい文
となるかを判断する必要がある。

解　答
31．the book about  32．have been reporting  
33．to study at  34．is the title 

解　説
上記の解答例以外にも可能な解答があり得るので、その場合は満点を
与えた。多様な解答があったが、綴り、文法、コロケーションなどの誤
りの程度に応じて、部分点を与えた。

31. 本の内容について聞いているため、正解はthe book about/your 
book about。他にwritten in it, the main theme, the book’s theme, 
it all about, the book describingなども可能である。

32. 「この10年間読売新聞で犯罪報道を担当してきた」ということで、
正解は have been reporting。他にwas a reporter, have written 
articlesなども可能である。

33. 「上智大学で勉強するためにここに来た」ということで、正解は to 
study at。To study from, to attend to, to enter inなど、前置詞が異
なっていたり、不要な前置詞が存在したりという誤答が見られた。

34. 本のタイトルを尋ねているので、正解はis the title/is it called/title 
is it/is its nameなど。

出典：The Japan Times (Jan. 3 2010)
Jake Adelstein : Insider reaching out by Mark Schreiber
(community/our lives/close-up)

Ⅳ． 31～34

－75－

英語　2日目-2　2026.05.28　4校



［Ⅰ］

出題のねらい
古代から中世にかけての政治の仕組みをたどりながら、政
治・社会・文化などに関する基本的な事柄を問う問題。７～
８割以上を獲得できた人が多かった。こうした基本的な問題
が解けるようになるためには、問題集などを解くよりも、ま
ずはあせらずじっくり基礎を学習すること。自分の頭で理解
するように努めながら、手で書いて覚えることを習慣にしよう。

解　説
問１は、日本で701年に作られた律令の名称を問う問題。多くの人が
できていた。
問２は、日本の律令国家の仕組みや特徴を理解できているかを問う問
題。国司と郡司の性格の違いを理解できているかがポイント。多くの
人ができていた。
問３は、中学校の教科書でも出てくるような知識の確認。正答率が高
かった。
問４も、ほとんどの人ができていた。超易問。
問５も、中学生の知識で解けてしまう問題。確実にゲットしよう。
問６　少し難問かもと思われたが、受験生の多くが正答していた。こ
の問題をみて、「自分にはできない･･･」と思ったら、そこからが勝
負。難しい漢字にひるまず、机にむかって丁寧に勉強をすれば、必ず
できるようになる（先輩たちもそうしてきた）。たとえば、蝦夷につ
いてだけ集中的に勉強する夜があってもよいだろう。
問７　これも多くの人ができていた。ただ、「延喜」ではなく「延
久」としてしまった人が少し混じっていた。とても惜しい！　時代が
違う。どうか勉強するときは、頭を使って理解するように努めてほし
い。あいまいな感じがなくなるまでしっかり理解しよう。「なんとな
く覚えている」から「確実に覚えている」に自分を成長させるように
努めてみよう。
問８は文化史。多くの人ができていた。ただ、イとウで迷った人がい
たようだ。空也と源信の違いを「しっかり」理解して覚えていたかど
うかが分かれ道だった。まじめに勉強するには時間がかかる。でも時
間をかけて勉強することが、大学に入学するための最高の近道でもあ
る。心を落ち着けて、自分のペースでゆっくり理解しながら、手で書
いて覚える作業をしていこう。
問９も文化史。この問題も正答率が高かった。
問10も、多くの人ができていた。教科書の太文字の単語は確実に書け
るようにすること。
問11　「関東御領」と書いてしまった人が少なくなかった。「関東御
分国（知行国）」と「関東御領」は、源頼朝の権力がどのような基盤を
もっていたかを理解するうえで、とっても大切な二つの要素。両者の
違いを理解しながら覚えると、歴史がもっともっと面白くなるはず。
問12は、大学受験でしばしばお目にかかる問題。問題集で出会ったこ
とがあるという人もいるかもしれない。ただ本学を受験する上で、む
やみに問題集を解く必要はない。高校の授業でよく学び、教科書を熟
読していれば、必ず解けるようにできている。ぜひがんばって。
問13は、またまた文化史。教科書でみたことのある作品がほとんどと
思う。本学では、難しい作品名などを問うことはほとんどない。その
時代時代の文化の特徴を理解し、ごく限られた代表的な作品名だけを
覚えたら、あとは写真を眺めてよく親しんでおくこと。試験時間中に、
「あ、あれだ！」と思えれば大丈夫。この問題も正答率は高かった。
問14も基本的な問題。多くの人ができていた。
問15は、多くの人が解けた一方で、一定数の人が手こずったようであ
る。日本史では、鎌倉時代あたりから「経済」にかかわることが現れ
始める。なんとなく苦手意識をもっている人もいるかもしれない。そ

［Ⅱ］

出題のねらい
江戸時代に日本各地で見られた出来事や状況などについての説
明文を、とくに年代や領域（政治、経済、社会、文化などの
別）といった基準にしたがうことなく無作為に配列・提示した
上で、それらの説明に関わる名称や年代、舞台（起こったり、
行なわれていた場所）に関する基礎知識のほどを試した。

解答例
問１ 生糸　問２ イギリス　問３ 明暦　
問４ 公武合体（和宮降嫁） 問５ 大日本史
問６ 打ちこわし（打毀）　 問７ エ　　　問８ エ→オ→ウ
問９ イ、ウ、エ　　　　　 問10 カ、（エ）

日本史 1日目 人文学科、経済経営学科、心理学科
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解答例
問１ 大宝　問２ エ　問３ エ　問４ エ　問５ 防人　問６ ア
問７ 延喜の荘園整理令　問８ イ　問９ 今昔物語集
問10 知行国　問11 関東御分国（関東知行国）　
問12 イ　　問13 ア　問14 二毛作　　　 問15 宋銭

ういう場合は、たとえば、「よし、今日は鎌倉時代の経済をまとめて
勉強してしまおう」と思ってノートに整理してみること。その際は、
やっぱり手で書きながら口で唱えて、それを耳で聞く、という勉強を
すること。なんども同じ単語を書いてみるのも効果的。
　努力は裏切らない。日々、丁寧に勉強して、夢に向かうことを願っ
てやまない。

問題13イ
出典：Image: TNM Image Archives

解　説
問１・問２　安政５年（1858）の米・蘭・露・英・仏との修好通商条
約調印を受けて開かれた諸港の中で、横浜港の輸出入額が圧倒的に多
かったこと、貿易相手国の中ではイギリスとの取り引きが最も多かっ
たことは、多くの教科書に共通して述べられている。また、横浜港に
おける輸出入額の品目別構成を、グラフで示した教科書もある。
問３　イの後半で述べられている、５代将軍綱吉の時代に財政が窮乏
化した要因のひとつとして「この火災からの復興」の支出を挙げる説
明は、多くの教科書でほぼ共通しており、例えば「財政は、だんだん
と危機的状況になった。原因としては、1657年に江戸でおこった大火
事（明暦の大火）からの復興費用、鉱山からの金銀産出量の減少、綱
吉による寺社の造営費などがあげられる」などと書かれている。
問７　鈴木春信は18世紀後半に浮世絵師として活躍し、「錦絵」の技
法を完成させたのは明和２年（1765）とされる。四つの選択肢アイウ
エの中から、18世紀の出来事を選ぶ。アは、安政５年（1858）の米・
蘭・露・英・仏との修好通商条約調印を受けて開かれた港での外国貿
易の状況で、19世紀後半。イは明暦３年（1657）の大火とその影響
で、17世紀後半。ウは文久２年（1862）の坂下門外の変で、19世紀後
半。エの山県大弐は、享保10年（1725）の生まれ。主著の「柳子新
論」を宝暦９年（1759）に完成させ、塾を開いて兵学や医学を講じ、
著述に勤しんだが、明和４年（1767）43歳で密告により捕らえられ、
翌年処刑された18世紀の人。
問８　ウは文久２年（1862）「坂下門外の変」で19世紀後半、エの山
県大弐は、上の問７で記したように、18世紀の人。オの藤田東湖・会
沢安（正志斎）らを起用して藩政改革を試みた徳川斉昭が、水戸藩の
藩主の地位にあったのは、19世紀前半（文政12年〔1829〕～弘化元年
〔1844〕）で、諸藩で展開した天保改革の取り組みの一例とされる。
藤田・会沢らの尊王攘夷論も、おもに19世紀前半。
問９　アは横浜港の状況。イは「明暦の大火」について述べており、
江戸での出来事。ウの老中襲撃事件の現場となったのは、江戸城西丸
の北東の出入り口として設けられていた坂下門の近く。エの山県大弐
は、21歳で甲府勤番（甲斐国は、享保９年〔1724〕から将軍家直轄
領）の与力を世襲したが、宝暦元年（1751）に浪人となり江戸に出て
医業と寺子屋を営んだ。その後大岡忠光（９代将軍家重の側用人とな
る）に仕えたが、宝暦10年（1760）に忠光が亡くなると大岡家を辞去し、
あらためて江戸で塾を開き、兵学・医学を講じつつ著述に従事した。



［Ⅲ］

出題のねらい
近代の史料をもとに近代史の基礎的な知識・理解を問うた。
教科書に基づく基礎的学習で解答でき、高校日本史の基礎・
基本の習得状況が試される。

解答例
問１ オランダ　　問２ 長崎　問３ ア　問４ エ　問５ ウ
問６ 学校令　　　問７ エ　　問８ ウ　問９ 黒田清隆　　
問10 陸奥宗光　　問11 エ　　問12 甲午農民戦争
問13 治安警察法　問14 （廃問）　問15 ア
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解　説
史料１　「異国の人を厳禁する法」を「弛める」ことを提案するとい
う内容から、開国勧告の書簡だとわかる。（問１）「我国」は、鎖国
中の日本に「毎年」来航して「風説書」を提出しているとのことか
ら、オランダ。（問２）鎖国中にオランダの来航が許されている場所
は長崎の出島のみ。平戸の誤答が多かったが、1641年に、平戸のオラ
ンダ商館は長崎の出島に移転した。（問３）オランダ国王から史料１
の親書がもたらされたのは1844年。アのアヘン戦争は1840～42年。年
号が分からなくても、史料冒頭に記されている「英吉利国王より支那
国帝に対し・・・戦争せし」がアヘン戦争だと気づけば、史料１以前
の出来事はアであると判断できる。
史料２　史料冒頭の文言から、1872年の学制だとわかる。（問４）ア
大学令と国民学校令は大正・昭和期。イ史料中に「婦女子」を含め
「不学の人なからしめん事」とある。ウ「文部大臣」は内閣制度成立
以後の名称。（問５）漸次立憲政体樹立の詔は1875年で、自由民権運
動が始まって以後。五箇条の誓文は1868年で明治維新政府発足直後。
（問６）小学校令・中学校令・師範学校令・帝国大学令を総称して学
校令と呼ぶ。教育令の誤答が多かったが、教育令は学校令の公布によ
り廃止された。
史料３　大日本帝国憲法発布の様子を描いた史料である。（問８）憲
法発布は1889年。ウ第１回帝国議会開催は1890年。憲法に基づいて議
会が開設されるのだから、憲法発布以後となる。（問９）伊藤博文や
山県有朋の誤答が目立った。憲法発布は黒田清隆内閣、第１回帝国議
会は第１次山県有朋内閣。
史料４　「明治二十七年」は1894年。史料の内容から、条約調印を控
えていることと朝鮮情勢が緊迫していることが読み取れれば、日清戦
争直前の日英通商航海条約調印による不平等条約の改正だとわかる。
（問10・11）史料の内容が読み取れれば、陸奥宗光外務大臣の時の領
事裁判権（治外法権）撤廃の条約改正だとわかる。（問12）この時の
緊迫した朝鮮情勢は甲午農民戦争。
史料５　（問13）産業革命期の劣悪な労働条件に対して労働運動が活
発となり、1897年に労働組合期成会が結成された。こうした動きに対
し、労働運動の取り締まりを強化すべく、1900年に治安警察法が制定
された。のちの治安維持法と混同しないこと。（問15）ア八幡製鉄所
の操業開始は1901年。イ富岡製糸場開設は1872年。ウ日本銀行設立は
1882年。エは第１次世界大戦期の大戦景気。

［Ⅳ］

出題のねらい
初出の史料であったかもしれないが、基本的な学習知識を利
用して、注意深く史料を読み取れば、必ず知っているキー
ワードが入っていることに気づく。その時代の特徴はなに
か、その時代の特徴に紐付いていかなる政策が展開するの
か、なぜそうなったのか、その結果は何か、その有機的な関
連について、教科書を踏まえた自分なりの言葉で説明しなが
ら歴史を学習していけば高得点が狙える。

解答例
問１ ア　　問２ 大正（嘉仁）　　問３ ウ
問４ 英・米（イギリス・アメリカ）（英国・米国）（順不同）
問５ 東亜新　　　問６ ア　　　問７ ポツダム　　　問８ オ
問９ 人間宣言（天皇の人間宣言）（新日本建設の詔書）   問10 ア 

解　説
問１　史料１　大正天皇による第一次世界大戦参戦の詔勅。第一次
大戦時、日本が日英同盟を口実にドイツを攻撃したことを、「欧州
戦乱」「同盟国たる大不列顛」「独逸国の行動」から読み取る。
史料２　昭和天皇による太平洋戦争開戦の詔勅。「中華民国政府」
と「四年」の戦争が継続していることから読み取る。
史料３　昭和天皇によるポツダム宣言受諾の詔勅。「戦局必ずしも
好転せず」、「戦陣に死し」等から敗戦を読み取る。
史料４　昭和天皇による人間宣言。「天皇をもって現御神」とする
ことは「架空」であると述べていることから読み取る。
史料５　明仁現上皇による「生前退位のお気持ち表明」である。
よって答えはア。
問２　問１参照。
問３　Xは日露戦争、Yが日中戦争。火野葦平が中国戦線に従軍し、
執筆。
問４　対アメリカで真珠湾、対イギリスでマレー半島で戦火を切った。
問５　日中戦争段階で政府が宣言したのは東亜新秩序。誤答に見ら
れた大東亜共秩序、大東亜共栄圏は、三国同盟、そして対米戦争後
に理論化されていく。
問６　表紙の表象（絵）と文字を組み合わせて解く。アは昭和30年
のもの。「私達のシンボル皇太子殿下」からは天皇家の象徴への変
化、象徴天皇制下の文言であることに気が付けるか。映画俳優など
を示す「スタア」と並んでこの記事が掲載されていることから天皇
家の位置が変化していることもうかがえる（『新婦人』文化実業
社）。イは「決戦国民総動員」から教科書に掲載されていた「国民
精神総動員運動」を思い出そう。昭和19年の雑誌『主婦之友』主婦
之友社。ウは「挺身」という言葉から教科書に載っていた「女子挺
身隊」「勤労動員」を思い出してほしい。これも昭和19年の雑誌
『主婦之友』主婦之友社。エは日独伊三国同盟を示す。ヒットラー、
ムッソリーニ、近衛の顔に注目。昭和15年内閣情報局広報誌『写真
週報』。
問７　問１参照。
問８　Ⅲのグアム、サイパンの陥落により、日本本土への空襲が可
能となった。次いでⅠ沖縄に米軍が上陸し、民間人に多くの犠牲を
出した。Ⅱは終戦間近、日本人が入植していた満州に日ソ中立条約
を破り、ソ連が侵攻。高校生のみなさんが、日本がどのように軍事
的に敗北し、一般民衆が戦火に巻き込まれていったか知っておくこ
とは、今の平和を維持するために重要だと思う。
問９　問１参照。
問10　平成時代の出来事であるのでア。

問10　徳川将軍の歴代の中でも８代吉宗の在職は長く、18世紀前半
の足掛け30年に及ぶ。前将軍家継が８歳で亡くなり、改元されて享
保元年（1716）となって、吉宗が新将軍に就任した。享保も江戸時
代では長くつづいた年号のひとつで、享保21年（1736）が４月の改
元で元文元年となったが、吉宗の在職はなおもつづき、次の寛保年
間（1741～1744）には「公事方御定書」を完成させ、「御触書寛保
集成」（元和元年〔1615〕から寛保３年までに発した個別の法令
を、分類して収録）の編纂を進めるなど、法典整備の事績を残して
いる。延享２年（1745）に退任した。
　吉宗と言えば「享保の改革」なので、選択肢ア～カの中では、
「享保17年」の飢饉と、江戸では初めてともされる打ちこわしの発
生を述べたカを選んでくれればよかったのだが、選択肢エに示した
山県大弐の主張について、吉宗在職時に該当する可能性を完全に排
除できないことから選択肢エも正解とした。



［Ⅰ］

出題のねらい
史料をもとに古代史の基礎的な知識・理解を問うた。史料に対
して問いを立てて考察することは歴史学習の基本であり、新課
程の探究的な学習においても欠かせない。教科書に基づいて高
校日本史の基礎・基本を丁寧に学習していれば、高得点も可能
である。

解答例
問１　イ
問２　エ
問３　部曲
問４　計帳
問５　カ
問６　ウ
問７　格
問８　ウ
問９　エ
問10　藤原道長

［Ⅱ］

出題のねらい
歴史は特定のジャンルに偏ることなく、全般的に学ぶことが
重要である。そこで、中～近世における政治史・対外関係
史・文化史全般の基礎的な知識、及び史料を読解するための
能力が備わっているかを測る問題とした。また、過去の出来
事を具体的にイメージできるようにするためには教科書や副
読本に掲載された図版類の活用や博物館・資料館の見学等が
求められる。

解答例
問１　ウ
問２　上方
問３　徒然草
問４　イ
問５　専修念仏
問６　ウ
問７　ア
問８　文禄
問９　倭寇
問10　吉良
問11　ア
問12　分国法
問13　ウ
問14　ア･　　　　･ａ･　　　　･ⅰ
　　　イ･　　　　･ｂ･　　　　･ⅱ
　　　ウ･　　　　･ｃ･　　　　･ⅲ
　　　エ･　　　　･ｄ･　　　　･ⅳ
問15　エ

解　説
史料１　「興死して弟武立つ」との冒頭の表現から、倭王武の上表文
に関する史料であることがわかる。（問1）倭の五王の中国への朝貢
は５世紀の出来事。イは「磐井」が「二つの国に掩ひ拠りて」の表
現から、６世紀初めの筑紫国造磐井の乱であるとわかる。ア３世
紀、ウ２世紀、エ紀元前１世紀。
史料２　豪族の私有民（部曲）や私有地（田荘）を廃止して公地公
民制に移行し、戸籍・計帳の作成や班田収授を目指すといった内容
から、646年の改新の詔であるとわかる。（問５）壬申の乱は672
年、白村江の戦は663年。
史料３　（問６）ア事実ではない、イ律と令の説明が逆、エ太政大臣
は当初からあった。（問８）嵯峨天皇の治世は平安時代初期（９世
紀初頭）。ア11世紀初頭（国風文化）、イ８世紀前半（天平文
化）、ウ９世紀前半（弘仁・貞観文化）、エ平安時代末期ころ（院
政期の文化）。
史料４　史料中の和歌は、藤原道長を讃えるべく詠まれた有名なも
の。（問９）藤原道長の娘威子を「皇后に立つるの日」は1018年
で、道長・頼通による藤原家の摂関政治全盛期は11世紀前半から半
ばころ。ア三世一身法は８世紀、イ律令制が当初目指していたこと
なのでおおむね８世紀、ウ下地中分は鎌倉時代、エ開発領主の登場
は11世紀。

解　説
問１　新渡戸稲造『武士道』は日本文化を世界に向けて広めるため
に英文で記された書物である。現在は分かり易い日本語訳が出版さ
れているので、機会があれば読んで欲しい。
問３　誤答の中には「徒然草」の「徒」字を「従」字と記す事例が
多く見られた。
問４　浮世草紙は江戸時代の小説であり、鎌倉時代の文学ではない
ことからイが誤文。
問７　日本史を学ぶ上で旧国名とその場所を覚えるのは必須である
ので、押さえて欲しい。
問８　「文禄」の「禄」字を正確に書けていない事例が多く見られた。
また、誤答の中には「慶長」と記す事例が多く見られた。問題文中
に西暦を記したので、そこに注目すれば正答し得たと考えられる。
問９　「倭寇」の「寇」字を正確に書けていない事例が多く見られた。
問10　「吉良」を漢字で正確に書けていない事例が多く見られた。赤
穂事件は後に劇作品「忠臣蔵」の題材となり、その物語は小説・演
劇・映画・テレビドラマ等の様々な分野で創作され続けている。い
わば日本を代表する事件・物語の一つであるので、その大筋は知っ
ておく必要がある。
問14　勘定奉行の職制図上の位置づけについて誤答が多かった。
問15　アの正徳の治は６代将軍徳川家宣・７代将軍家継の治世下、
イの生類憐みの令は５代将軍綱吉の治世下、ウの湯島聖堂の整備も
５代将軍綱吉の治世下である。正答はエの末期養子の禁の緩和であ
る。
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日本史　2日目-1　2026.04.17　再校

日本史 2日目 人文学科、国際社会学科、
社会コミュニケーション学科



［Ⅲ］

出題のねらい
何人かの歴史上の人物を取り上げ、その足跡について概説し
た文章をリード文とした。歴史上の出来事を個々の人物の生
涯の中に位置づけることを通して、特定の視点から歴史全体
を俯瞰する視座を提示することが、ねらいのひとつであっ
た。もっとも、問題そのものは日本近代史の基礎的事項を適
切に理解していれば十分に対応可能な内容である。

解答例
問１　イ 問２　エ
問３　エ 問４　征韓
問５　カ 問６　ウ
問７　足尾 問８　労働組合期成会　
問９　開拓使 問10　ウ
問11　白樺 問12　エ
問13　ア 問14　幣原
問15　治安維持法

解　説
問１　薩摩藩における藩政改革の立役者は調所広郷。村田清風は萩
藩で同様の役割を果たした人物。また、将軍継嗣問題にあたって
は、藩主・島津斉彬は徳川慶喜を推す一橋派の側に立ち、徳川慶福
を推した南紀派と対立した。
問２　公武合体策をめぐる一連の出来事の経過について問う内容。公
武合体の目的で、老中・安藤信正が孝明天皇の妹・和宮を将軍家茂の
妻に迎えるという政略結婚を主導したことに対して、これに反発した
水戸藩脱藩士らが安藤を襲った事件が、Ⅱ坂下門外の変（1862年）。
一方、公武合体派の薩摩・会津両藩が、京都における尊攘派の勢力を
排除すべく、長州藩勢力と急進派の公家・三条実美らを京都から追放
したクーデターが、Ⅲ八月十八日の政変（1863年）。それに対して、
長州藩が勢力を回復するために京都に攻め上り、会津・桑名・薩摩な
どの諸藩と交戦した事件がⅠ禁門の変（1864年）である。
問３　五稜郭に立てこもったのは相楽総三ではなく榎本武揚である。
問４　正答率は高かったが、「尊王攘夷」という誤答も散見された。
問５　自由民権運動の経過を問う問題である。まず、板垣退助らに
よって民撰議院設立の建白書が提出されたのは、自由民権運動の口
火となる出来事（Ⅲ＝1874年）であった。この建白書提出後に板垣
が故郷の土佐に戻って結成したのが立志社であり、社員の片岡健吉
が、あらためて国会開設を求める建白を提出する動きを見せる（Ⅱ
＝1877年）。その後いったん衰退しかかった民権運動だが、国会開
設の時期が近づいたところで民権派の再結集が図られたのが、三大
事件建白運動（Ⅰ＝1887年）である。
問６　憲法発布時点での内閣総理大臣は、初代の伊藤博文ではなく
第２代の黒田清隆である。そしてその黒田によって表明されたのが
超然主義のスタンスであった。
問７　ごく常識的な事項。正答率はきわめて高かった。
問８　正答率は低めだった。「労働組合期成同盟」という誤答が散
見されたが、これはおそらく「国会期成同盟」との混同からと思わ
れる。基本概念は正確に把握しておいてほしいところ。
問９　官庁名を問うた問題であったが、「開拓庁」という誤答が一
定数見られた。現代的な語感からすると違和感があるかもしれない
が、「開拓使」はれっきとした役所名である。銘記してほしい。
問10　Ｘは誤り。第28条として「信教の自由」は明示されている。
「第二十八條 日本臣民ハ安寧秩序ヲ妨ケス及臣民タルノ義務ニ背カ
サル限ニ於テ信教ノ自由ヲ有ス」。Ｙは正しい。この解釈のもとで
神社神道は国家による保護が与えられたのだった。
問11　「新思潮」という誤答が一定数見られた。白樺派と新思潮派
はなるほど混同されがちかもしれないが、両者を区別するための特
徴のひとつとして、白樺派＝学習院系／新思潮派＝帝大系という理
解が有用かもしれない。すなわち、文芸誌『白樺』を作った有島武
郎、志賀直哉、武者小路実篤らは学習院の同窓生であったのに対し
て、『新思潮』の同人である芥川龍之介、菊池寛、久米正雄らは東
京帝国大学の卒業生である。
問12　Ｘは誤り。ヴェルサイユ条約によって創設されたのは国際連

［Ⅳ］

出題のねらい
1930年代から2000年代の首相の国会での演説をとりあげた。
歴史の流れを総合的にとらえることができているかを問うた。
一問一答型の学習では解答しにくい問題を出題した。教科書
を読みこみ日本史以外の分野の既習事項を関連付けさせるこ
とができれば、解答が容易になる問題を多く出した。また、
考えて解く問題も、結局は基本事項を確実に習得しているか
どうかが重要であることを再認識してもらう問題とした。

解答例
問１　翼賛 問２　民営
問３　ウ 問４　高度経済成長
問５　ウ 問６　サンフランシスコ
問７　エ  問８　イ
問９　イ 問10　犬養毅

解　説
問１は、文脈から容易に導き出せるが、漢字の表記ミスが目立った。
問２は、中曽根康弘政権・小泉純一郎政権で強調され、現在も続く
新自由主義的改革を象徴する用語である。
問３は、IMF８条国やOECD加盟の意味を理解していれば容易に解
答できる。教科書を漫然と読まず、意味の分からない用語や説明を
調べなおす習慣をつけてほしい。
問５は、小学校・中学校・高校の六・三・三制が漫画の中に出てくる。
問６は、基本問題だったが、ワシントンとの解答も散見された。資
料をきっちり読めば、サンフランシスコ講和会議だとわかるはずで
ある。
問７は、Ⅳの中で一番難しい問題だったかもしれない。演説２と演
説３をおこなった首相が誰かわかれば正答以外の選択肢は全く時代
がことなると気づくだろう。
問８は柳条湖の位置を問う基本問題。
問９は、問10がわかれば解答できる。問10の出題文が大きなヒント
になる。演説６だけでは、第二次若槻礼次郎内閣以後のどの内閣か
はわからない。落ち着いて設問全体をみれば理解できる。教科書の
ゴシック体の語句や年号だけを覚えるような勉強法ではなく、歴史
を原因と過程と結果の流れで理解してほしい。それには教科書を暗
誦できるくらいくりかえし読むのがよい。また、現代史は、政治・
経済など社会科学的関心をもつことが大切である。書き取り問題で
は、丁寧にハッキリ大きく書いてもらいたい。字が不鮮明で失点す
ることのないよう注意されたい。
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合ではなく国際連盟。Ｙも誤り。山東省のそれは旧ロシアではなく
旧ドイツ権益である。
問13　第１次護憲運動は、桂園時代の最終局面である第３次桂内閣
の成立時の出来事である。立憲政友会の尾崎行雄と立憲国民党の犬
養毅らの野党勢力が、「閥族打破・憲政擁護」を掲げる倒閣運動を
展開し、桂内閣は在職わずか50日余で退陣することになったのだっ
た。これがいわゆる大正政変である。
問14　幣原喜重郎は、のちの太平洋戦争終結後に首相となり、戦後
処理を担った人物でもある。なお、解答の中には「弊原」という誤
答が若干見られた。人名はたしかに漢字が難しいが、正しく書ける
ようにしておいてほしいところ。
問15　参政権の拡大を認める普通選挙法と、自由な政治活動を取り
締まる治安維持法とは、いわばアメとムチの関係。この２つの法律
が同じ内閣の下で成立したことの意味について、ぜひとも考察して
おいてほしいところ。
［追記］人物２（田中正造）の説明文の一部に誤りがありました。田
中の官吏侮辱罪による投獄は、明治天皇への直訴とは別件であり、
かつそれ以前の出来事です。出題には直接関わりませんが、訂正し
ます。



［Ⅰ］
出題のねらい
古代文字の解読に貢献した人々の生涯と業績に着目して、そ
れらに関わる歴史を問うた。対象となる時代は古代から近現
代まで、場所はヨーロッパから西アジアにまで及ぶので、世
界史の知識を総動員する必要があるが、いずれも基礎的な問
いであり、リード文や設問文にヒントがちらばっているの
で、得点率は高かった。

解　説
リード文や設問文にちらばっているヒントは以下の通り。
問１　エジプト遠征、エルバ島脱出。
問２　前202年に終盤を迎えた（ハンニバルが敗れたザマの戦いが前
202年）。
問３　直接的なヒントはないが、アレクサンドロス大王の死からロー
マによる併合までの間、シリアを支配していたのはセレウコス朝。
問４　1939年９月ドイツが侵攻。
問５　クノッソス遺跡を発掘、イギリスの考古学者。
問６　やや難問。ミケーネ文明は、ギリシア人の一派であるアカイ
ア人が築いた文明。
問７　1600年の勅許によりアジア貿易を特権的に行った。
問８　1827年、首都テヘラン、トルコ系、イラン。なお、ブワイフ
朝は932～1062年、サファヴィー朝は1501～1736年、サーマーン朝は
875～999年の王朝。
問９　アケメネス朝ペルシアの王、在位が前522～前486年（ダレイ
オス１世がペルシア戦争を起こし、前490年のマラトンの戦いで敗れ
た）。
問10　アフガン戦争（第１次1838～1842年、第２次1878～1880年、
第３次1918～1919年）、南下政策。

解　説
問１　儒教・儒家も正答とした。前漢では董仲舒など儒家の活躍によ
り、儒学の影響力が強まり、『礼記』など重要な経典が整理された。
問２　（い）（え）は隋代の出来事。（う）の顧愷之は東晋の人物。
問３　北宋は開封（汴州）を都として建国された。臨安という誤答
が散見されたが、これは南宋の都である。
問４　「春望」は安史の乱のさなか、757年に杜甫が長安で詠みあげ
た詩で、彼の作品のなかでは特に有名である。空欄Ｂは唐の都であ
る長安。（い）の後漢の都は洛陽。
問５　安緑山や安録山などの誤字が目立った。
問６　Ｙの両税法の実施は780年。地図ｂは、７世紀後半の唐の最大
領土を示している。安史の乱後の唐は、ウイグル・吐蕃・南詔など
の周辺国の勢力拡大に伴い、８世紀半ば以降は地図ｃのように大き
く領土を失った。どちらの地図も教科書に掲載されている。日頃か
ら地図をよく確認し、主要都市や河川の位置だけでなく、領域や周
辺国家との勢力関係なども把握しておいて欲しい。
問７　唐の後半期に貴族がしだいに衰えると、形式化した貴族趣味
もすたれ、韓愈や柳宗元らは漢代以前の古文の尊重を唱えた。
問８　11世紀後半に北宋の宰相となった王安石は、財政再建・富国
強兵をはかって、青苗法（小農民への低利貸しつけ）や市易法（中
小商人への低利貸しつけ）などの改革（新法）を実施した。のち
に、王安石ら改革派（新法党）とそれに反対する司馬光ら保守派
（旧法党）との党争は政治に大きな混乱を招いた。
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世界史 1日目 人文学科、経済経営学科、心理学科

解答例
問１　ナポレオン
問２　２
問３　セレウコス
問４　ポーランド
問５　エヴァンズ
問６　ギリシア
問７　東インド
問８　（え）
問９　ダレイオス
問10　ロシア

［Ⅱ］
出題のねらい
「立春」をテーマに、前近代中国史の政治・社会・文化など
の基礎知識を問うた。首都など各時代の主要都市は名前だけ
を覚えるのではなく、教科書や参考書に掲載されている地図
を見て、その位置を把握しておくことも大切である。なお、
問５では漢字の書き間違いが散見された。歴史用語を漢字で
正しく理解しているかも重要であるため、筆画・画数を正確
に覚え、丁寧に書いて欲しい。

解答例
問１　儒学
問２　（あ）
問３　都市名：開封　　位置：（４）
問４　都市名：長安　　説明：（い）
問５　安禄山
問６　（き）
問７　（え）
問８　（い）



［Ⅲ］ ［Ⅳ］
出題のねらい

史料としての風刺画を扱った問題。風刺画が「伝えようとす
る」メッセージの裏側で、いかなる歴史が「伝えられていな
いか」をまず問うている。その後に、実際の風刺画を用いた
思考実践を問題としている。難易度としてはやや易しいもの
だが、図像に描かれたメッセージを読み解くことで解答が浮
き出てくる仕組みとなっている。
東京女子大学の歴史関連の講義にも接続できるような構成と
した。また同時に、昨今、本学から多く輩出されている高校
の歴史教員への授業ヒントのメッセージ的な意味合いもあ
る。

解答例
問１　（う）
問２　人物名：サッチャー　　事績：（あ）
問３　オリエンタリズム
問４　（い）
問５　（う）
問６　（え）
問７　X：マジャール　　Y：ヴィクトリア
問８　ドレフュス（事件）
問９　米西（戦争）
問10　（い）
問11　リベリア（共和国）
問12　国名：エジプト　　地名：パレスチナ

解　説
問１　マリア=テレジアの事績を問うた。
問２　サッチャーとその政策の理解を問うている。人物名だけでは
なく、その事績と歴史的な意味を知っておいてほしい。
問３　リード文内の「オクシデンタリズム」がヒントになっている
が、正答率は高くなかった。
問４　有名な風刺画をもとにした基礎的な問題。これを入り口とし
て、次からの風刺画を読み解く問題に臨んでほしい。
問５　歴史上の風刺画では、現在からすれば差別的表現がなされて
いることが多い。そこで、まずは「差別」に関する問題を置いた。
問７　ミュージカルなどで現在も人気がある「シシィ」は高校の教
科書では言及されないが、1899年時点のヨーロッパにおいて彼女の死
が大きな意味を持っていたことを知ってほしいと思い、出題した。
問８・９・10　いずれも風刺画を読み解くことで、19世紀後半の世
界史上の状況が浮かび上がる問いとした。とくにヨーロッパとその
植民地政策は、現在もなお続く紛争・戦争とも関わっており、現代
社会を理解するうえでは必須知識だといえる。なお、問９の正答
「米西戦争」は「アメリカ=スペイン戦争」でも正解とした。
問12　イギリスが中東世界に及ぼした歴史上の影響を問うた。とく
にガザの歴史的な背景を知ってほしい。

［Ⅳ］の図版の出典は以下のとおりです。
・ヘタリア表紙：ヘタリア　World Stars：集英社サイトより
https://www.shueisha.co.jp/books/items/contents.html?isbn=978-4-
08-880375-3
・独ソ不可侵条約：Wikiメディアコモンズ（パブリックドメイン）
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8B%AC%E3%82%BD%E4%B8
%8D%E5%8F%AF%E4%BE%B5%E6%9D%A1%E7%B4%84#/media
/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Hitler_and_
Stalin._Wonder_how_long_the_honeymoon_will_last?.jpg
・1899年の図：Wikiメディアコモンズ（パブリックドメイン）
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Fred_W_Rose_Angling_
in_troubled_waters.jpg
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出題のねらい
歴史学の世界では、歴史上の事件発生や人物の生没から○周
年の節目に、その事件や人物に対する評価が再検討されるこ
とがある。その営みは純粋に学問的関心に基づくこともあれ
ば、「誰が」「どのように」評価するかが政治問題となる場
合もあるため、歴史用語の暗記は時に国際情勢理解にもつな
がる。本問では没後50年を迎える毛沢東の生涯を題材に、高
校世界史の知識を問うた。

解　説
問１　1970年代半ばのインドネシアでは、1960年代後半から実権を
握っていたスハルト大統領が、それまでのスカルノ大統領の親共産党
的な政策を改め、共産党を弾圧する政策をとっていた。
問２　光緒帝は康有為らの求めに応じ政治改革を試みたが（戊戌の変
法）、改革に反対する西太后らにより幽閉された（戊戌の政変）。
問３　日清戦争の勃発した年を問う問題。
問４　正しくは、イギリスが威海衛、フランスが広州湾、ロシアが遼
東半島南部。
問５　顔真卿は唐代に活躍した。
問６　清朝の滅亡時に首都だったのは北京。
問７　第一次世界大戦後、各地で反帝国主義運動が展開された。
問８　1917年のロシア革命でロマノフ朝が崩壊した後、1918年にボリ
シェヴィキはロシア共産党に改称した。
問９　20世紀前半のジャワ島はオランダ、フィリピンはアメリカ、ビ
ルマはイギリスの植民地となっていた。
問10　第１次国共合作の成立と崩壊から、第２次国共合作の成立まで
の経緯を問うた。
問11　1937年７月の北京郊外での盧溝橋事件の後、８月の第２次上海
事変を経て、日中間は全面戦争状態へと突入した。
問12　蔣介石率いる中華民国国民政府は重慶で1945年８月の終戦を迎
えた。
問13　中華人民共和国は建国間もない1950年にソ連と中ソ友好同盟相
互援助条約を結んだ。
問14　中華人民共和国の中国共産党政権は、スターリンが1953年に死
去したのを機にソ連との関係を悪化させていき、資本主義陣営への対
抗のため表面的な協力姿勢は維持したものの、1960年代にはソ連との
深刻な対立状態にあった。
問15　日中平和友好条約は1978年締結なので、毛沢東の死去（1976
年）よりも後。

解答例
問１　（う）
問２　（あ）
問３　（う）
問４　（あ）
問５　（え）
問６　（い）
問７　（い）
問８　（あ）
問９　（い）
問10　（う）
問11　（う）
問12　（あ）
問13　（あ）
問14　（あ）
問15　（え）



［Ⅰ］
出題のねらい
中国の社会、文化、政治などを考えるうえで不可欠と思われ
る儒教について、その古代から近現代にかけての中国の歴史
的展開と関連させて叙述した文章を読みながら、関連する知
識を問うた問題。単なる用語の暗記に終始せず、文章で述べ
られている内容を中国史に即して理解しているか、その理解
度を確認できるような設問にしたつもりでいる。

解　説
問１、諸子百家を棒暗記するのでなく、内容を理解しているかを問
うている。
問３と問５は数年前に出題したことがあるためか、よくできていた。
問４は２段階の思考が必要で、下線部③で中国化した仏教として禅
宗と浄土宗が選ばれ、さらに下線部⑤によって、「禅宗が士大夫の
間に広がり、浄土宗が民間に普及した」（実教出版『世界史探究』
140頁）、「中国独特の仏教である禅宗は、宋代に士大夫の支持を受
け」（山川出版『詳説世界史』143頁）などとあるように禅宗が選ば
れる設問になっている。
問７は朱子と同時代のライバル陸九淵も多かったが、問われている
のは「16世紀初め」である。
問９も文章の内容をふまえれば、容易に清代の考証学を導き出せる
と思ったが、必ずしも易しくはなかったようだ。
問10、五四新文化運動の代表者については数年前に陳独秀を出題し
たことがあったためか、陳独秀あるいは魯迅の誤答が圧倒的だっ
た。
なお、記号で答える２問以外はすべて漢字で表記することが求めら
れている。中国史では用語や固有名詞において漢字の誤りは致命的
である。正しく書けるように練習しておくこと。

［Ⅱ］
出題のねらい
冒頭に古代から近世末までの西洋世界に出現した政体や、そ
れらを支えた人々に関する史料抜粋（＜ア＞～＜カ＞）を提
示し、関連事項を問うた。問８以降は、女性の政治的権利や
人権全般に言及した別の史料（＜キ＞～＜コ＞）に関する問
いとなっている。各時代の政体のあり方は、人々の政治参加
の問題と密接に関わっている。一連の問いを通じて、歴史的
な変遷や相互の関連をどこまで正確に理解できているかを確
認する意図をこの大問に込めた。

解答例
問１　（１）王権神授説　　　

（２）（い）　
問２　（え）
問３　（い）
問４　（い）
問５　（う）
問６　（い）
問７　＜イ＞→＜カ＞→＜エ＞→＜ア＞→＜ウ＞→＜オ＞
問８　＜オ＞
問９　（あ）
問10　（１）D：多数　E：幸福　

（２）（い）　
（３）＜オ＞
（４）（う）　
（５）人権

解　説
抜粋史料は以下の一部。＜ア＞ボシュエの「政治論」（1709年）、
＜イ＞ペリクレスの「演説」（前５世紀）、＜ウ＞「アメリカ独立
宣言」（1776年）、＜エ＞「権利の章典」（1689年）、＜オ＞「フ
ランス人権宣言」（1789年）、＜カ＞ポリュビオスの「歴史」（前
２世紀中頃）。＜キ＞オランプ=ド=グージュの「女性および女性市
民の権利宣言」（1791年）。＜ク＞は問題文中で説明。＜ケ＞「世
界人権宣言」（1948年）
大問［II］の得点は高めであった。教科書中に引用されている史料
が多く、問いも選択式で基礎的なものが大部分だったからかもしれ
ない。あらためての解説が必要なものは多くないだろう。
問１（1）では漢字の間違いが散見された。
問５では正答が予想以上に多く、こうしたことが比較的よく理解さ
れていることが分かった。
時代順を問うた問７がここでは比較的難しく、アメリカ独立宣言と
フランス人権宣言の区別に若干の苦労があったのかもしれない。問
８以下とあわせて、この大問全体のなかで見てもらえるとよかっ
た。
問10（3）も正答が多かったが、平等、人間、市民、平和、統一と
いった答えが散見された。

世界史　2日目-1　2026.04.17　再校
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解答例
問１　墨家
問２　（あ）
問３　法顕
問４　禅宗
問５　殿試
問６　六諭
問７　王守仁（王陽明）
問８　（う）
問９　考証
問10　胡適

世界史 2日目 人文学科、国際社会学科、
社会コミュニケーション学科



［Ⅲ］
出題のねらい
人間の歴史と深い関わりをもつ「たばこ」をテーマに、中世
から現代まで、またヨーロッパから日本に至る広範囲にわた
って、受験生の知識を問う問題。問題文で使用した文章や図
絵は、『たばこと塩の博物館　常設展示ガイドブック』を参
照し、適宜引用した。満点は50人に１～２人程度だったが、
正答率は比較的高かった。

解　説
問４は、正答率が非常に低かった。カルティエは世界史探究（新課
程）になって、新たに履修範囲に入った人物である。
問12と問13は、日清戦争・下関条約との誤答が目立った。アジア史や
日本史も世界史の一部であることをよく自覚して学習してほしい。
問14の各ポスターやパッケージは次のとおり。（あ）は、1964年の
東京オリンピックを記念して作られたたばこのパッケージ。（い）
は、「国に国防　社交にタバコ」をキャッチコピーにした、たばこ
による国防への貢献を訴えるポスターで1937年のもの。（う）は、
1970年の日本万国博覧会記念たばこのパッケージ（真鍋博デザイ
ン）である。岡本太郎作の太陽の塔のイラストからも1970年の大阪
万博であることがわかる。
問15は、正答率が非常に低かった。（あ）が正答で1985年。受験生
にとっては、どの選択肢の出来事も生まれる前の出来事であり、近
代史も現代史も同じように見えるのかもしれない。しかし、大学で
の学びには特に現代史の知識が必須である。1980～2000年代の出来
事もしっかり学習してほしい。

問14 写真（あ）（い）（う）　所蔵：たばこと塩の博物館

［Ⅳ］
出題のねらい
19世紀末から20世紀中盤に関する国際関係に関する出題であ
る。基本的な事項に関する設問中心なので、８割以上の正解
を期待したい。

解答例
問１　再保障
問２　（い）
問３　チェコスロヴァキア
問４　（え）
問５　（う）
問６　共産（社会、全体）
問７　経済
問８　（え）
問９　ヨーロッパ共同体（EC）
問10　ネルー

解　説
問１について、第一次世界大戦の主要な原因の一つとされる三国同
盟vs三国協商の対立であるが、これを単なる二つの同盟関係同士の
対立とだけ暗記するのではなく、問題文にもあるようにドイツのビ
スマルクによるフランス孤立化政策とフランスの対独包囲網政策と
いう流れを理解することが重要である。ドイツのフランス孤立化政
策のカギとなるのが独露再保障条約なのである。
問２は、以前は「償金」の代わりに「賠償」という表現を使う教科
書も少なくなかったがどちらも同じ意味である。
問３は、民族自決の理念に沿って第一次世界大戦後誕生した東欧諸
国はいくつかあるが、ミュンヘン会議に関する記述から正答は容易
に導かれるであろう。
問４の正答（え）を選ぶのは容易と思うが、この設問で求めている
ことは、現在ある国際連合の専門機関となっている国際組織の多く
は、第一次世界大戦直後にルーツを持っているということを理解し
ているかということである。
問５について求めているのは、1920年代のアメリカは繁栄の時代で
あったと同様に不寛容の時代であったことの理解と、また正答以外
の選択肢の明らかな誤りに関する理解である。
問６のトルーマン＝ドクトリンであるが、これはソ連などの共産主
義勢力への対抗を主張したものであるが、社会（主義）、全体（主
義）も正解である。
問７のマーシャル＝プランは、トルーマン=ドクトリンの論理に基
づいて発表されたヨーロッパ復興計画であるが、この問のポイント
は、当時想定されていたのは、軍事援助ではなく経済援助によって
ソ連に対抗しようとしていたというアメリカの意図に対する理解で
ある。
問８のベルリンの壁は1961年に建設された。
問９であるが、現在のヨーロッパ連合（EU）は、ヨーロッパ経済共
同体（EEC）、ヨーロッパ共同体（EC）という段階を経て成立した
ことへの理解を求めたものである。
問10は基本的事項である。
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解答例
問１　アステカ
問２　（あ）
問３　トスカネリ
問４　カルティエ
問５　コルテス
問６　（え）
問７　（う）
問８　徳川家康
問９　（あ）
問10　長崎県
問11　（え）
問12　日露戦争
問13　ポーツマス条約
問14　（い）→（あ）→（う）
問15　（あ）

世界史　2日目-2　2026.05.18　3校



出題のねらい

解答例

解　説

出題のねらい

解答例

解　説

数学　1日目-1　2025.04.17　再校
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数　学 1日目 人文学科、経済経営学科、心理学科



出題のねらい

解答例

解　説

出題のねらい

解答例

解　説

数学　1日目-2　2026.03.18　初校
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出題のねらい

解答例

解　説

出題のねらい

解答例

解　説

数学　2日目-1　2026.04.17　再校
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数　学 2日目 人文学科、国際社会学科、
社会コミュニケーション学科



出題のねらい

解答例

解　説

出題のねらい

解答例

解　説

数学　2日目-2　2026.04.17　再校
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出題のねらい

解答例

解　説

出題のねらい

解答例

解　説

情報数理科学科数　学（ア）

数理　数学（ア）-1　2026.04.17　再校
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出題のねらい

解答例

解　説

出題のねらい

解答例

解　説

数理　数学（ア）-2　2026.04.17　再校
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出題のねらい

解答例

解　説

出題のねらい

解答例

解　説

情報数理科学科

数理　数学（イ）-1　2026.04.17　再校
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数　学（イ）



出題のねらい

解答例

解　説

出題のねらい

解答例

解　説

数理　数学（イ）-2　2026.04.17　再校
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［Ⅰ］
出題のねらい
空気抵抗を受ける雨粒の落下を題材に，１階線形常微分方程
式の解法を段階的にたどる。大学の物理では，運動方程式を
微分方程式として立式し，解を求める手続きが基本となる
が，高校物理との間にギャップが生じやすい部分でもある。
本問では，大学に入れば誰もが学ぶこの標準的な考え方に入
試の段階で触れてもらうことをねらいとした。あわせて，次
元解析，終端速度の物理的意味，初期条件による定数の決定
といった基礎的な技能を確認する。

［Ⅱ］
出題のねらい
前半［A］では，RL回路の過渡応答が問題［Ⅰ］の雨粒の落下と
数学的に同じ微分方程式で記述されることに着目し，物理的
アナロジーを通じて解を転用する力を問う。異なる物理現象
が共通の数学構造を持つという認識は，大学の物理を学ぶ上
で重要な視点である。
後半［B］では，磁場中の電子の等速円運動について，ローレ
ンツ力の方向判定，負電荷に対する速度の向きの決定，およ
びサイクロトロン周波数の数値計算を問う。

物　理 情報数理科学科

解答例
問１

問２

問３

問４

解答例
問５

問６

問７　　　　　　　　　　　　問８

問９

解　説
問１は，運動方程式の各項の次元から およびβの単位を求める基
本問題。
問２では，解の形 v（t） = C₁ + C₂e－γt を微分方程式（２）に代入し，
指数関数部分が両辺で打ち消されることを確認して C₁ = /γ を得る。
問３では，t →  での e－γt → 0 から終端速度 v  = /γ を求め
る。別解として，加速度 a = 0 の条件から重力と抵抗力のつり合い
M  = βv  を用いてもよい。
問４では，初期条件 v（0） = 0 を一般解に課して C₂ = － /γ を決定
する。

解　説 
問５は，問題［I］との対応関係（  ↔ V/L，γ ↔ R/L）を用いて
I  = V/R を得る。物理的にも，電流が定常に達したときコイルの
起電力が消え，オームの法則V = I R に帰着する。
問６は，I（t） が 0 から単調増加し I に漸近する指数関数的変化の
グラフを描く。数学的に同じ方程式の解であるから，問題［I］のv（t） 
と同じ概形となる。
問７は，等速円運動の条件から，ローレンツ力が常に円の中心方向
（向心方向）を向くことを答える。
問８は，電荷が負であることに注意し，F = （－e）（v × B） が中心方
向となるような速度の向きを求める。
問９ では，式（６）から ω = eB/M を導き，f = eB/（２πM） に数値を
代入して f ≈ 1 × 10⁶Hz を得る。テスラの単位の書き換え T = kg/（s · C） 
による次元確認も重要なポイントである。

→ →→
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［Ⅰ］
出題のねらい
物質の組成，生成エンタルピー，混合気体の圧力などに関す
る理論化学の基礎的理解を問う。

解答例
問１　（1）7+1×3=10　（2）1+17+8=26　（3）1+16+8×4+1=50
問２　（1）×（第一）イオン化エネルギー　（2）〇　（3）〇　

（4）× 物理変化
問３　単体――→NH₃+HClにおける生成エンタルピー=－46－92=

－138kJ/mol.
NH₃+HCl――→NH₄Clにおける反応エンタルピー=
－176kJ/mol.
よって，単体――→NH₄Clにおける生成エンタルピー=
－138－176=－314kJ/mol.

問４　混合後の全圧をxPaとすると，
（xPa）（5.0L）=（1.0×10⁵Pa）（4.0L）+（5.0×10⁵Pa）（1.0L）.
よって，x=（9.0×10⁵PaL）/（5.0L）=1.8×10⁵Pa.

解　説
いずれも教科書レベルの基本問題である。
問１は分子またはイオンに含まれる電子数を求める基本問題であり， 
正答率は高かった。
問２は第一イオン化エネルギー，ルミノール反応，エンタルピー・
エントロピーおよび状態変化に関する基礎的な問題であり，正答率
は比較的高かった。（1）では，厳密には「第一イオン化エネル
ギー」が正解だが，単に「イオン化エネルギー」とした答案も正解
とした。（3）に関して，反応が自発的に進むかどうかは，エンタル
ピーの減少とエントロピー（「乱雑さ」を表す尺度）の増加によっ
て決まる。（4）のドライアイスから白い煙が発生する状態変化では， 
二酸化炭素が固体から気体（無色）へと変化する状態変化（昇華）
と，空気中の水蒸気が水ならびに氷へと急速に冷されて白色の霧と
なる状態変化（凝縮ならびに凝華）が起きているが，いずれも化学
反応を伴わない物理変化である。
問３は生成エンタルピーに関する基本問題である。ヘスの法則より， 
反応エンタルピーは，生成物の生成エンタルピーの総和から反応物
の生成エンタルピーの総和を引いたものに等しい。解答例では式で
考えたが，このような問題では教科書にあるようなエネルギー図を
描くと考えやすい。
問４は混合気体の圧力（全圧）に関する基本問題である。ヘリウム
とアルゴンはともに理想気体とみなすことができ，温度は混合前後
で不変なので，圧力と体積の積について解答例のような関係式が成
り立つ。

化　学 情報数理科学科

［Ⅱ］
出題のねらい
無機化学に関する基本事項と計算力を問う。

解　説
いずれも教科書レベルの基本問題である。
問１（1）ア，カの正答率は高かったが，イ～オの正答率は低かった。
イ～オは教科書の参考あるいは発展事項として扱われる場合も多い
が，本問のような選択問題には対応できるようにしておくことが望
ましい。
問１（2）の正答率は高かった。教科書に載っている通常の立方格子
などにおける考え方を，素直に応用できるかどうかが問われている。
問１（3）と（4）は，見慣れないタイプの問題かも知れないが，質量か
ら原子数を求めさえすれば，残りの部分は単純な比の考え方で解を
導ける。単位格子あたりの原子数で割るのを忘れている答案も散見
されたが，考え方が正しいことが読み取れる答案には部分点を与え
た。この問題に限らず，読む者に伝わるよう解答を筋道立てて書く
練習は重要である。
問２は問題文に反応式が与えられているので，電子e‒の係数の比か
ら物質量の釣り合いを考えればよい. 正答率は比較的高かった。

解答例
問１　（1）（ア）同素体　（イ）sp³　（ウ）σ結合　（エ）sp²

（オ）π結合　（カ）ファンデルワールス力
（2）１つの炭素原子が３つの単位格子に均等に属すので，

1/3×6=2.
（3）炭素原子８個あたりのダイヤモンドの体積が4.5×10-²³cm³
なので，ダイヤモンド32gあたりの体積は（32/12）
（6.0×10²³）（4.5 × 10-²³）/8=9.0cm³.

（4）炭素原子２個あたりのグラフェンの面積が5.0×10-¹⁶cm² 
なので，グラフェン36gあたりの面積は（36/12）（6.0× 
10²³）（5.0×10-¹⁶）/2=4.5×10⁸cm²．大学の敷地面積に
対する割合は（4.5×10⁸）/（9.0×10⁸）=50%．

問２　過マンガン酸カリウム１molは５molのe‒，二クロム酸カリウム 
１molは６molのe‒で酸化するので，5×0.020×x=6×0.010×y．
よってx/y=0.60．
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解　説
教科書レベルの基本問題ならびに応用問題からなる。
問１は反応速度式に関する基本的理解を問う穴埋め問題である。酵素
反応を表す式（1）と（2）より，[ES]を増加させる反応は式（1）の正反応の
み, [ES]を減少させる反応は式（1）の逆反応と式（2）の正反応であるた
め, これらに対応した反応速度定数をそれぞれ選択肢から選べばよい。
問２は酵素反応特有の反応速度式を導出する穴埋め問題である。教
科書では発展事項として扱われる内容だが，仮に習ったことがなく
ても問題文の誘導に従って式変形を行えば解くことができる。
問３は酵素に関する基本的理解を問う選択問題である。一般的な金
属触媒と異なり，酵素には最適温度が存在し，それ以上温度を上げ
すぎると熱変性が起きて失活するため，（a）は誤りである。また，酵
素にはそれぞれ最適pHが存在し，例えば強酸性の胃液中で機能する
消化酵素ペプシンの最適pHは1.0～2.0のため，（b）も誤りである。式
（6）において, [S] が十分に小さい場合，右辺分母の項 [S]+KＭ≒KＭと
近似できるため，v=（vｍax/KＭ）[S]となり（c）は正しい。（d）は酵素阻
害剤に関する基本的内容であり，正しい。
問４は与えられた表のデータに基づいてグラフを描画する問題であ
る。（1）では，表のデータをそのまま用いる。（2）では，1/[S] をあら
かじめ計算した上でグラフを作成する必要がある。なお，表で用い
られている単位Mはmol/Lを表す。
問５は問４（2）で作成したグラフからvｍaxを求める思考力を問う応用
問題である。問４（2）のグラフより，各点が直線状に並んでいるよう
に見えるため，x軸を１/[S]，y軸を１/vとすると，y=ax+b（a，bは定
数）のような関係式が成り立つのではないか，と気付いてほしい。実
際に式（6）をこの形に式変形するとb=１/vｍaxと求まる。定数bは問４
（2）のグラフにおいてy切片の値に等しいため，実際にグラフで直線
を引いてその値を読み取ればよい。最後に読み取った値の逆数を取
ることでvｍaxが求まる.
問６は，問５で求めたvｍaxの値に加えて，問題文より[E]₀を正しく計
算した上で，速度定数k₃を求める計算問題である。 
問５以降の正解率は極めて低く，白紙の答案が目立った。あくまで
教科書レベルの知識があれば，応用力・思考力で正解を導くことが
できる。完答できなかったとしても，記述式の問題では部分点が与
えられる場合が多いため, わかる部分だけでも記述することを心がけ
てほしい。

［Ⅳ］
出題のねらい
天然高分子より酵素反応を題材とし，触媒や反応速度などに
関する基礎的理解と，反応速度式とグラフ描画を通して応用
力・思考力を問う。

解答例
問１　（ア）　k₁ 　（イ） （k₂+k₃）

問２　（ウ）　　　　　　　（エ）

問３　（c），（d）
問４　（１）　　　　　　　　　　（２）

問５　式（6）より　　　 　　　　　 なので，問４（2）のグラフを

直線にあてはめたときのy切片の値が1/vｍaxであり，グラフ
より1/vｍax=1×10⁹s/Mと読み取れるので，vｍax=1×10-⁹M/s.

問６

解　説
いずれも教科書レベルの基本問題である。
問１の正答率は高かった。2025年度のノーベル化学賞を例にあげる
までもなく，分子間相互作用は現代の化学にとって重要な概念である。
問２は，全ての可能性を過不足なく尽くすことのできる思考力を問
うている。よって，完答とそれ以外には配点に差をつけた。
問３は，（1）から（3）の流れで誘導問題になっており，それぞれは標
準的な問題である。
問４も標準的な問題である。生成した水の物質量と未知数nを結びつ
けるところがカギとなる。

［Ⅲ］
出題のねらい
有機化学に関する基本事項と計算力を問う。

解答例
問１　（1）メタノール．水素結合をもつため無極性のメタンよりも

分子間相互作用が強い．
（2）ペンタン．ともに無極性なので，分子量が大きいペンタン

の方がファンデルワールス相互作用が強い．
問２

問３　（1）プロパン：C₃H₈+5O₂→3CO₂+4H₂O
ブタン：2C₄H₁₀+13O₂→8CO₂+10H₂O

（またはC₄H₁₀+1/2O₂→4CO₂+5H₂O）
（2）300K，1.00×10⁵Paで49.8Lの気体の物質量は

　　　　　　　　　　　　　　　  =2.00mol.

プロパンがxmolとすると2200x+2900（2.00－x）=5380.
これを解いてx=0.600.

（3）（1），（2）より，消費されたO₂の物質量は
５×0.600+1/2×（2.00－0.600）=12.1mol.

問４　C₉HnO₂の分子量は140+nなので30mgは（30×10 -³）/
（140+n）mol．C₉HnO₂1molあたりn/2molのH₂Oが生成し，
それが18mgすなわち1.0×10-³molなので，

　　　　　　　　   =1.0×10-³．これを解いてn=10.

1/23/11

1/23/11

（1.00×10⁵Pa）（49.8L）
（8.30×10³PaL/（Kmol））（300K）

30×10-³
140+n 

×
n
2

k₁[S]
k₁[S]+k₂+k₃

[S]
[S]+KＭ

KＭ
vｍax

1
vｍax

=
1
v

+
1
[S]

（1×10-⁹）/（3×10⁴）mol
10×10-³L

1
3

[E]₀= = ×10-¹¹Mより, 

1×10-⁹M/s
（1/3）×10-¹¹M

vｍax
[E]₀

k₃= == 3×10²/s.
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出題のねらい
2026年度入学者を対象に、将来的にGlobal Citizenship 
Programで学びたい受験生に向けた入試が行われた。本試験
は問１と問２に分かれており、問1では新聞の記事の下線部を
訳し、英語で「日本の介護におけるAIロボット」について理解を
問う問題である。和文と英文が両方提供され、二つの言語を使
用して内容理解を測った。本学はリベラルアーツの伝統を受け
継ぎ、英語教育ではCLIL (内容言語統合型学習)の手法を取
り入れている。言語学習において用いる母語と付加言語（英語）
を両方使って内容理解を深めていくアプローチに基づく出題で
ある。

解答例
①重さ150kgのAI搭載人型ロボット「AIREC」は、急速に高齢
化が進み、深刻な高齢者介護士不足という課題を抱える日本
において、未来の「介護者」の姿を示唆する独自の事例だ。
「高齢化社会と少子化が進む中で、医療や介護、そして日常生
活において、ロボットのサポートが必要になるでしょう」と、
AIRECの研究を主導するスガノシゲキは述べている。
②現在、介護技術の最も実用的な用途の1つは、入居者のマッ
トレスの下に睡眠センサーを設置し、睡眠状態をモニタリング
することである。これにより、夜間に患者を見守る人間の数を減
らすことができる。近い将来に向けて、テスラのオプティマスのよ
うな人型ロボットの開発が進められているが、スガノ氏は、人間と
安全に物理的にやり取りできるロボットには、さらに高度な精
度と知能が必要だと述べている。

出題のねらい
日本社会が直面する少子高齢化と介護人材不足という現実
的課題を素材として、一つの解決策に依存するのではなく、技
術革新、経済的持続可能性、社会制度、文化的価値観、倫理
的配慮など、複数の視点を関連づけながら考察できるかが求
められている。
また、問題文ではAIロボット導入の可能性が提示されている
が、本問ではその賛否のみを述べるのではなく、介護を「人を支
える営み」として広く捉え、テクノロジーと人間との役割分担、外
国人労働者受け入れ、多世代共生、地域社会の支援体制など
を含めて、多角的かつ包括的に思考する力をみることを目的と
した。さらに、リベラルアーツ教育の観点から、単なる知識量で
はなく、異なる価値観や立場を踏まえつつ、自らの意見を論理
的かつ具体的に表現する力を評価した。

解　説
①この問題では、朝日新聞の記事を読み、高齢化が進む日本にお
ける介護業界の人手不足と、将来的なAIロボットの活用につい
ての理解を試すことを目的としていた。“AIREC is an original 
example”の和訳の例として「特徴的な」という表現が使われが
ちで、「独自の」という意味をとることは受験生にとりチャレンジで
あったようである。中には「最初の」という意訳を施した解答例も
あり、「独自の」の意味がはっきりと捉えられたことがわかる。
また“caregiver”の翻訳が資格を持った介護士のみならず、介
護をする人全般を含む「介護者」であるがこの部分の理解は文
章全体の意味を把握していないと正確に訳せない。

②文脈の中で単語の意味を捉える力を測ることが出題の一つ
の狙いであるが、“robots can interact physically”の
“physically”は「物理的に」という意味であるが受験者の大半
は「身体的に」という理解をし、「身体的交流」や「身体的相互交
流」など、独自の翻訳を行なった。ここも文脈を考えて「物理的
に」の理解ができるのが理想ではある。単語の意味を文章の中
で理解する練習はこの試験を受ける準備にあたり、大切なこと
であると思われる。

出典：株式会社朝日新聞社. “AI robots may hold key to nursing 
Japan’s aging population,”The Asahi Shimbun, February 
28,2025 , https://www.asahi.com/ajw/articles/15648410/,
承諾番号：26-0899
朝日新聞社に無断で転載することを禁じる

解　説
「持続可能な介護をどのように実現するか」という問いに対し、単
一の正解を求めているわけではなく、介護問題を多角的かつ包括
的に捉え、自分なりの優先順位や提案を筋道立てて示せているか
が問われている。
例えば、技術の視点からは、AIロボットや見守りセンサーの導入に
より、身体的負担の大きい作業や夜間監視を補助し、介護従事者
の負担軽減につなげる考え方が挙げられる。一方で、介護には利
用者の感情理解や信頼関係が重要であり、全てを機械に代替で
きるわけではない。そのため、人間と技術の協働という発想が求め
られる。
経済の視点からは、介護報酬制度の見直し、介護職の待遇改善、
テクノロジー導入への公的支援などが考えられる。介護職の賃金
や労働環境が改善されなければ、人材確保は難しい。社会・文化
の視点からは、家族だけに介護負担を集中させない地域レベルで
の包括的なケア、多世代交流、外国人労働者との共生なども論点
となる。日本社会における「介護は家族が担うもの」という価値観
を見直し、社会全体で支える意識への転換も重要である。倫理の
視点では、高齢者の尊厳やプライバシー、AIによる個人データ利
用の是非、機械的な介護が人間らしさを損なわないかといった問
題にも触れられると、より深い答案となる。
複数の視点を整理しつつ、「自分は何を重視するのか」を明確に
し、具体例を交えて論じている答案は高い評価を得た。「AIを導入
すべきだ」「外国人労働者を増やせばよい」というような単純かつ
断定的な記述に終始したものは論述の深まりに欠け、高評価を得
ることができなかった。

問1 問2

現代教養学部小論文
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出題のねらい
学問における「批判」とは、他者の人格を否定することではなく、
その意見や主張の根拠を問い、妥当性を吟味する営みである。
本問では、「批判的に考える」ことの意味について、本文の内容
を要約する力（問２）と、社会的ルールや常識とされる規範を具
体例に基づいて分析し、その根拠を検討する批判的思考力
（問３）を評価することを目的とする。

解答例
問1　（ア）暴力　（イ）奨励　（ウ）乱闘

出題のねらい
取り上げたのは、「文章読本」というタイトルの、「名文とは何か」
を語る書籍があまた刊行される世の中に対し、「文章とは服飾
である」といった観点から鋭く切り込んだ文章である。問一問二
は本文の趣旨をまとめるもので、問一は「文章とは服飾である」
の理由、問二は近年の文章のトレンドは「話すように書く」であ
ることを押さえたうえで、その理由をまとめるのだが、服飾史（大
衆化、下からの変化）との類似と、ネット文化の登場による社会
の変化の二つの方向から説明するという本文の趣旨に従って、
要領よくまとめているかを見た。最後はこの文章が書かれてす
でに二十五年経った現在、文章がどのように変容しているか、
自分の考えを書く自由作文である。現在はAIが登場し、LINEや
Xなど絵や動画を駆使してより手軽に身近に繋がり得る（コミュ
ニケーションできる）SNSも発達した。その意味では「文章は服
飾である」レベルを超えて、ネット・メディアの変化が「文章」「文
章を書く」を根本的に変えつつあり、そのあたりを説得力をもっ
て文章化できるかどうかを問うた。

問題１
出題のねらい
問題文を抜粋した本書は、2019年にノーベル経済学賞を受賞
した著者によって書かれた文献。机上の主義主張の議論では
なく、データに基づいた地に足が着いた実証研究により着実に
適切な貧困削減や開発を進めるべしとの一貫性のある主張を
行っている。学生に開発途上国のリアリティを感じてもらうこと
がねらいである。

解答例
問１　（ア） 飢餓　　きが

（イ） 無作為　むさくい
（ウ） 鷹揚　　おうよう
（エ） 終焉　　しゅうえん
（オ） 傲慢　　ごうまん

問2　初めの実験において、学生たちは7歳のかわいそうな少
女に同情してロキアに多くの寄付を行った。別の実験で
は、人は一般的な情報を提示されたときよりも、同情でき
る被害者のほうにお金を寄付しやすいのだと、説明して

出典：児玉聡『功利主義入門―はじめての倫理学』（ちくま新書967）
筑摩書房 2012年

出典：斎藤美奈子『文章読本さん江』 筑摩書房 2002年

からチラシを見せた。学生たちはよく考えれば、貧困に対
する闘いがあまりに巨大であると気づき、たった一人に
寄付したところで結局は無駄だと途方に暮れて寄付する
気力が弱まった。

問3　「貧困の究極の原因とは何か」と「民主主義は貧困者に
とってよいものか」の2点。

問4　貧困国では、問題に対処するには大規模な初期投資が
必要だが、まさに貧困だからこそ資金がなく投資ができ
ないという「貧困の罠」に陥っている。それに対し外国援
助が途上国になされれば、美しいサイクルのキックス
タートとしてはずみになり、結果として途上国の所得が
上がり、更なる投資が進むことにより「貧困の罠」から脱
する自律性を持つメカニズムが形成される。これが「有
益なスパイラル」の意味である。

問5　（短い例）サックスは、途上国は「貧困の罠」に陥っていて
自ら十分な投資ができないので、外部からの投資である
援助が必要だと主張。一方イースタリーとモヨは、援助
は途上国の制度を歪ませるなどの悪影響が大きいから
不要だと主張している。筆者はこれらの主張に対し、そも
そもこのような援助がいいか悪いかという「大問題」につ
いての果てしない論争のおかげで、貧困に関する本当に
重要な話がしばしばおざなりになっていると考えている。
貧困問題は議論ではなく具体策と証拠をもって一つ一
つ解決していくべきと主張。
（詳しく書いた場合）サックスは、貧困国は多くの問題を
解決するために大きな投資が必要だが、貧困だからこそ
自らは投資できない「貧困の罠」に陥っている、その問題
を突破するには外からの投資である海外援助があれば
問題の解決や成長を促進し自律的発展ができるとの援
助必要論を主張。一方、イースタリーとモヨは、援助は
人々が自分で解決策を探そうとしなくなるし、地元の制
度を歪ませるうえに重要度を下げてしまい、援助機関に
よる自己延命的なロビーを作りだしてしまうから援助は
不要と主張している。
　筆者は、このような援助がいいか悪いかという「大問
題」についての果てしない論争のおかげで、貧困に関す
る本当に重要な話がしばしばおざなりになっていると考
えている。すなわち、お金がどこからくるかではなく、どこ
に向かうかが重要であり、お金を出すべき適切なプロ
ジェクトを具体的に選ぶことが重要と述べる。また筆者
は、貧困に対する闘いがあまりに巨大であるという気持
ちを抑えて、貧困削減（対策）という課題を具体的な問
題の束としてとらえ、それをきちんと見極めて理解すれば、
一つずつ解決していけるのだと考えて欲しい、抽象的で
はなく具体的な証拠をもって議論しよう、と主張している。

小論文 人文学科　哲学専攻

小論文 人文学科
日本文学文化専攻

総合問題 国際社会学科

出典：アビジット•V•バナジー／エスター•デュフロ
『貧乏人の経済学-もういちど貧困問題を根っこから考える』
山形浩生訳 みすず書房 2012年

出典：Extract from 'Poor Economics' by Abhijit Banerjee 
and Esther Duflo. Copyright (c) Copyright (c) 2011, 
2025, Abhijit Banerjee and Esther Duflo All rights 
reserved, used by permission of The Wylie Agency 
(UK) Limited.

（原著）
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解答例
問1　（a） A　（b）A　（c）D  （d）D
問2　（ブレッサーとは、）若い女性に金銭や贈り物、学費や生

活上の便益を提供する代わりに、性的関係を含む関係
を結ぶ、年上で比較的裕福な男性。

問3　南アフリカにおいて、若い女性が同年代の男性よりも約2
倍高い割合でHIVに感染しているという男女間の感染
率の差。　

問4　最近の研究は、南アフリカの少女や若い女性とブレッ
サーとの関係が性的健康にどのような影響を与えるかを、
全国規模のデータで初めて分析したものである。従来の
研究は、女性がブレッサーと関係を持つ理由や特定の
州における関連リスクを扱っていたが、全国レベルで問
題の規模や他の関係との比較を行う研究はなかった。　

問5　これらの経路は、ブレッサーとの関係が、若い女性にほと
んど行動の余地を残さないような、権力・ジェンダー・経
済の不平等な構造によって形作られている可能性があ
る理由を明らかにしている。

問6　ブレッサーとの関係では、年齢差や経済的依存により、
性行為や避妊、関係のあり方に関する決定権が若い女
性ではなく年上の男性側に偏るという権力の不均衡が
生じる。これは、男性が経済的資源を提供する立場にあ
り、女性が学費や生活費などをその支援に依存している
こと、さらに社会的地位や消費文化への憧れが関係を
後押しすることによって生じる。

問7　いかなる若い女性も、目先の生活の安定と将来の幸福と
のどちらかを選ばざるを得ない状況に追い込まれるべき
ではない。

問題２
出題のねらい
南アフリカにおける「ブレッサー」をめぐる問題の内実とその背
景を分かりやすく解説した文章をもとに出題した。英語の語彙
や文法などに関する基礎的事項を理解しているかを確認する
とともに、文章全体を踏まえて著者の議論の論理を適切に読み
取ることができるかを問う内容とした。

出典：Gavin George (2025), the conversation.com ”Sex 
for money : South African study reveals the 
harm that ‘blessers’ can do to young women “, 
https://theconversation.com/sex-for-money-south
-african-study-reveals-the-harm-that-blessers-can
-do-to-young-women-267839 ©クリエイティブ・コモ
ンズ・ライセンス (表記 4.0 国際)
【 https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/ 】

出題のねらい

解答例

解　説
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解答例

解　説

出題のねらい出題のねらい

解答例

解　説
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出題のねらい

解答例

解　説

出題のねらい

解答例

解　説
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